
― 163 ―

　「AI」元年とも言われた 2017 年から 1 年が経過し、人工知能（AI）の進化と普及は社会システ
ムに大きな影響を与えつつあります。大学入試においても、「AI」入試が真面目に検討される時代
となっています。今や、将棋やゲームの世界だけでなく、ビジネス、医療や福祉、環境、教育など
の分野でも「AI」が欠かせない存在となり、その可能性は今後さらに広がっていくものと思われ
ます。
　昨年に引き続いて第 2 回目のシンポジウムを開催し、今年度は「AI は社会を変えるか」と題し、
その専門分野の先生方にお越しいただき、ゲストパネリストとして具体的な事例の紹介をしていた
だきます。さらに人工知能（AI）についての理解を深めていくとともに、人工知能の発展が我々
の社会にもたらす影響や変化について議論をしていきます。

コーディネーター：澁澤健太郎（現代社会総合研究所運営委員・経済学部教授）
（2018 年 12 月 1 日（土）於 東洋大学白山キャンパス 125 周年記念ホール）

村尾祐美子（現代社会総合研究所運営委員・社会
学部准教授）
　定刻になりましたので、シンポジウムをはじめ
させていただきます。
　皆様、本日はお忙しい中、ご来場いただきまし
て誠にありがとうございます。ただいまより東洋
大学現代社会総合研究所シンポジウム「AI は社
会を変えるか」を開催いたします。
　私は、本日司会を務めます東洋大学現代社会総
合研究所運営委員の村尾祐美子と申します。どう
ぞよろしくお願いいたします。（拍手）
　早速ですが、初めに東洋大学現代社会総合研究
所所長で、経営学部教授の石井晴夫より開会のご
挨拶を申し上げます。石井所長、よろしくお願い
いたします。
石井晴夫（現代社会総合研究所長・経営学部教授）
　皆様、こんにちは。ご紹介いただきました現代
社会総合研究所の所長を仰せつかっております経
営学部の石井晴夫と申します。どうぞよろしくお
願い申し上げます。
　本日は大変お忙しい中、東洋大学現代社会総合
研究所のシンポジウム「AI は社会を変えるか」
にお越しいただきまして、誠にありがとうござい
ます。現在、東洋大学には 7 つの附置研究所がご
ざいますが、現代社会総合研究所は、白山キャン
パスを中心とする全学的な大学の附置研究所で、
社会科学、文系の分野ではこの現代社会総合研究

所が規模や活動の範囲も最も広く、お陰様で活発
に研究活動を進めております。
　本日は、今注目されています AI の問題につい
て考えるというシンポジウムを、経済学部の澁澤
先生を中心に企画していただきました。
　この問題は、さまざまなところで既に AI が私
たちの知らない、気がつかないところに活用され
ており、私たちの生活も見えないところで大きく
変化しているということを、本日基調講演をして
いただく先生方に先ほどお話をお聞きしまして、
びっくりしました。そこまで日本社会、そしてま
た世界の社会の変革に AI が影響しているのかと
いうふうに感じたところでございます。
　今日は、東洋大学教授の澁澤先生はじめ運営委
員のもとで、こういう重要なシンポジウムを昨年
度に引き続き開催できますことを心より感謝申し
上げます。本日は、パネリストのトップバッター
として、情報通信総合研究所の松原先生から、い
ろんな最先端の IT や IoT を使ったさまざまな
AI 社会の変革についてお話を賜れるというふう
にお聞きしております。
　また、本学の総合政策学科の助教であります小
林先生から、実証も含めて最先端のこの分野のお
話をお聞きできます。さらに、トランサーチのエ
グゼクティブコンサルタントで、工学博士の榊原
先生からは、先生の今までのご経験を踏まえた映
像やデータなど組み合わせて、よりよい社会を目
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にあり得ないと言われる方もいます。
　過去にも同じような話がありました。パソコン
が普及すると人間の仕事がなくなると真剣に語ら
れた時代がありましたが、今日（こんにち）では、
少なくともこの指摘は間違っていたと言えるかと
思います。しかし、AI については、AI 自身が自
律的に企画したり展開したりしていくというよう
なことで、必ずしも予断を許さないという状況が
あるのではないかというようにも思います。
　アメリカの幾つかの大学では、既にスチューデ
ントアシスタント（SA）を AI が担当し、学生
への対応を行っているということです。大学がこ
の事実を公開するまで、メール上で対応する
SA、つまり AI を、多くの大学生は人間である
と信じていたということです。
　私自身はそんなに知識は広いわけではありませ
ん。乏しい知識の中ですけれども、最近では、銀
行等で AI を搭載したロボットがお客様に対応す
るというようなことも、ごく普通になされつつあ
るかと思います。新聞記事の要約をつくるとか、
野球の戦評を非常に簡潔に作成するとか、そうい
うことも実用化されつつあるというふうに聞いて
おります。小説を書くということは一時話題にな
りましたけれども、まだなかなかそこまでには行
かないという話も聞いております。
　一方、我が国を代表する大企業では、学生の就
職活動に関しまして、例えばインターンシップの
選抜とか、あるいは採用試験そのものとかの、そ
の書類選考等々に AI が導入されているというこ
とです。既に人間の選抜を AI が行っている、人
間は AI に選別される、そういう時代が来ている
ということでございます。チェスはもちろん、将
棋や囲碁ですら AI のほうが人間より強くなって
いる。これも大変なことだと思います。ただ、そ
れらは必ずしも汎用性はそれほど高いわけでもな
いとも聞きます。
　しかし、それにしても、今申しましたように、
必ずしも単純労働ではないと思われる分野でも、
AI が能力を発揮する時代になってきているわけ
です。2045 年問題どころか、企業の最前線では、
既に多くの部署で AI が相当に威力を発揮し始め
ているようでございます。

指して取り組んでおられる、そういうお話もお聞
きできると思います。
　それから、昨年度もご講演いただきましたアー
キタイプ株式会社の北澤先生には、先ほどお話を
賜わりましたが、さまざまな最先端の企業のブ
リッジの役割を果たされておられますので、そう
いう先端のお話もお聞きできると思っておりま
す。
　現代社会総合研究所も 15 年目を迎えまして、
広義の環境問題から、現在は広い意味でのいろい
ろな社会問題を提起し、そしてアカディミックの
観点から解決策に取り組んでおります。
　また、今年度はすべてを英文で海外に発信した
いという思いで、現代社会総合研究所も英文
ジャーナルを発行する準備を、編集委員長の齋藤
洋先生のもとでさまざまな取り組みをしていただ
いております。いよいよ東洋大学でも、すべて英
文で記述するジャーナルを発行できるものと思い
ます。もちろん、Scopus の認定も将来受けるこ
とを目標に取り組んでおります。
　現代社会総合研究所が東洋大学の学際的な研究
所として、さらに飛躍できますよう、皆様には今
後もさらなるご支援・ご協力をいただきたく、お
願い申し上げて私の挨拶とさせていただきます。
　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。あ
りがとうございました。（拍手）
村尾祐美子　
　ありがとうございました。続きまして、東洋大
学学長竹村牧男よりご挨拶申し上げます。
竹村牧男（東洋大学 学長）　
　皆様、こんにちは。ただいまご紹介いただきま
した学長の竹村牧男でございます。本日は、東洋
大学現代社会総合研究所主催の 2018 年度公開シ
ンポジウム「AI は社会を変えるか」にお越しい
ただきまして、まことにありがとうございました。
心より歓迎申し上げ、感謝申し上げたいと存じま
す。
　現在、2045 年問題というものが話題になりつ
つあります。これは、2045 年には、AI（人工知能）
が人間の能力を超えるという予測のことです。シ
ンギュラリティといいましたでしょうか、この問
題には賛否両論があるようでありまして、原理的
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　こうした重要なテーマに関しまして、今日は、
昨年に引き続きということのようですが、４名の
専門家を交えて本学で議論できますことは、大変
意義の深いことだと思っております。まさにこの
問題は、主催される現代社会総合研究所の名前に
ふさわしいテーマだと思います。
　お忙しい中、講師としてご登壇いただきます先
生方には、心より御礼申し上げます。現代社会総
合研究所様には、こうした重要なテーマについて、
これからもぜひ継続して研究を行っていってほし
いと存じます。
　最後になりますが、本日のシンポジウムにおい
て積極的なご議論がなされ、実り多いものとなる
ことを祈念いたしまして、甚だ簡単ではあります
が、私の挨拶とさせていただきます。どうもあり
がとうございました。（拍手）
村尾祐美子
　どうもありがとうございました。続きまして、
パネリストの方々による問題提起を始めたいと思
います。コーディネーターは現代社会総合研究所
運営委員、経済学部教授の澁澤健太郎です。
　最初に問題提起いただきますのは、株式会社情
報通信総合研究所社会公共コンサルティング部主
任研究員でいらっしゃる松原徳和様です。どうぞ
よろしくお願いいたします。
澁澤健太郎（現代社会総合研究所運営委員・経済
学部教授）
　今ご紹介いただきました経済学部の澁澤です。
本日のコーディネーターを仰せつかっておりま
す。
　学長はお忙しい中、今ご挨拶いただきましたけ
れども、ご専門は宗教学とか教育学ということで、
人工知能と大分離れている内容だと思いますが、
ご挨拶を聞きますとなかなかそうではないなとい
うことで、大変感動をいたしました。
　今日は、この後、ご専門の先生方のお話をいろ
いろ伺って議論を進めていくという流れになりま
す。まず、ご紹介いただきました松原先生のほう
から、本日は 20 分ほど話題提供させていただき
ます。それでは速やかに始めますので、よろしく
お願い申し上げます。
松原徳和（情報通信総合研究所）

　皆様、こんにちは。私は松原徳和（のりかず）
と申します。「AI は社会を変えるか～機械に負け
ない知的な体力を鍛えよう～」、こんなサブタイ
トルをつけさせていただきましたが、トップバッ
ターとして務めさせていただきます。
　初めに自己紹介です。本職は、株式会社情報通
信総合研究所という NTT グループのシンクタン
クにリサーチャーとして勤務をしております。社
会公共コンサルティング部というセクションで、
主に国や自治体、ガバメントのドメインのお客様
を中心に、地域情報化、行政情報化、電子行政、
電子自治体、最近ですと地方創生とか観光のビッ
グデータ分析、こういったものを本業のなりわい
としています。
　社会人をしている傍ら、東大の情報学環で、メ
ディアを少し広く捉えていこうというようなこと
を思い立ちまして、４～５年前におもちゃをテー
マに研究を進めました。おもちゃの論文を書いて
東大を卒業したということでございます。
　そして現在、ご縁がありまして、東洋大学経済
学部で非常勤講師をしています。2017 年度が最
初の授業でした。今期が２回目ということで、今
日も実は１限に授業をやってきたんですけれど
も、そこで人工知能をテーマとして取り扱わせて
いただいているということでございます。総合政
策特講Ⅳという授業で、土曜の１限に白山キャン
パスでお世話になっています。昨年度 62 名の学
生さんに登録をしていただきましたが、今年これ
が倍になりまして129名。土曜の１限で。僕もびっ
くりしているのですけれども、東洋大学の学生さ
んの関心の高さ、真面目さ、あとテーマとしての
注目度というのが、このあたりの数字にも本当に
如実に反映されているんだろうなと素直な実感と
して思っているところです。
　授業の目標としては、人工知能ブームの経緯、
背景、概要を理解するということ。恐らく１年生
の学生さんがかなり多いのかなとは思うんですけ
れども、２年生３年生の皆さんもいらっしゃって、
基本的な ICT といったところを押さえていく。
その中でも今後の人間社会やキャリア形成への影
響について、自分で考えて、きっちりと説明する
ことができるというようなところ。今、15 回の
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授業のうち 10 回目が終わったところなのですが、
これから終盤にかけて、最後の「自分で説明する」
というあたりをレポートの中にしたためていくこ
とを目標に進めております。
　授業のポイントといいますと、まずひとつは「魚
の目、鳥の目、虫の目」。これは自分がシンクタ
ンクのリサーチャーをやっているときにも、自分
が重視しているポイントです。魚の目というのは、
潮目の変化、歴史的に見て今僕らはどこに立って
いるんだろうという大きな流れを確認する。鳥の
目というのは、フレームワークとか、俯瞰的に見
るようなものの見方。虫の目というのは、日常生
活で普通に散歩したり通勤途中で何かちょっと違
うなとか、日常の気づきとかそういったものを重
要視して、皆さんとともに自分自身も研さんして
いきたいなと思っています。授業の中身も、いろ
いろ話すとたくさん伝えたいことはあるんですけ
れど、100 人もいると、100 人の皆さんの情報そ
のものが「ビッグデータ」だったりするんですね。
おもしろかったのは、M&M's のチョコレート、
瓶の中にいれて、どれぐらい入っているか、ぱっ
と見でみんな一人一人に考えさせて、それを集め
て平均をとってみる。本当の正解とどれくらいか
け離れているかなんてことを、100 人の皆さんと
一緒に実験したりというようなことも授業の中で
やっています。
　二つ目は、先ほど先生のほうからもご紹介があ
りましたが、西暦 2045 年、シンギュラリティ・
転換点を見据えた場合。今の学生さんがざっくり
おおむね 2000 年生まれと考えると、いま僕が 45
歳なんですけれども、僕と同い年になるころにシ
ンギュラリティを迎える。会社や組織の中でいわ
ゆる「脂が乗っている世代」というんでしょうか、
そういったころに人工知能とどのようにつき合っ
ているんだろうということを皆さんと一緒に考え
ています。
　三点目は、「Be a Fighter」と書いていますが、

「機械に負けない知的な体力を鍛えよう」。これは
授業のサブタイトルにもしておりますが、人間な
らではの自分たちが持っている得意技、そういっ
たものを大切にしながら、さらにそれを磨いたり
鍛えていこうというような点。このあたりを、教

育の中での指針として大切にしていきたいなと
思っているところです。
　トップバッターということで、少しライトな感
じでお話しできたらと思っております。もしスマ
ホを持っている方がいらっしゃれば、これから、
スマホを使って人工知能を皆さん一人一人体験し
ていただきます。こんなサイトをご紹介したい、
と思います。「クイックドロー」というキーワー
ドで検索をかけてみてください。URL をレジュ
メには書いていますが。こんなサイトが出てくる
かなと思います。
　「Quick, Draw ！ニューラルネットワークは絵
を認識できるようになるでしょうか？」。
　マウスが使えないのでうまく描けるかどうかわ
かりませんが。ぽんと押すと、「20 秒で『足』を
描け」というお題が出ました。ちょっとやってみ
ます。――残念ながら、僕は１発目は外れてしま
いました。２発目行きます。「バケツ」。――３番
目は「扇風機」だそうです。というように絵を描
くんですね。もし皆さんスマホがあればご自身で
も。「シマウマ」「万里の長城」「キリン」最後は「野
球」です。――今、６問中３問の絵を認識してく
れました。
　これはどういう構造になっているかというのを
見てみると、「バケツ」に関しては認識されました。
機械のほうが、世界中の人たちが描いた「バケツ」
の絵というのをデータベースとして持っている。
これがいわゆる「ビッグデータ」と言われている
もの、大体似ている。「バケツ」だと簡単ですね。
２番目に近い絵というのが「かご」かな？という
ふうに GUESS（推測）したわけですね。３番目
が「ペンキ缶」なんていうふうに GUESS したと
いう中で、「バケツ」に関しては、僕の絵は正解
した。世界中の人たちが描いたいろいろなイラス
トがあります。これが世界中の人たちが描いた「カ
メラ」の絵です。これを 20 秒の中で、人間が描
いた中で一番近い絵はどれかということを機械が
認識して、最終的に、あなたの描いた絵は何々だ
ねと当ててくれる。
　もしお時間があれば、後で皆さん試してみると、
ちょっとした時間潰しにもなったりしておもしろ
いです。AI は、ビッグデータ、人々の描いた絵
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の中からその絵が何かを類推します。世界中の人
が描いた猫の絵があったとして、ここから機械が
お題を出します。絵を描く。描かれた特徴から正
解を導き出す。後でまたこれ出てきますので、ス
マホをいじれたらいじってみてください。
　人工知能の定義いろいろ。本を見ると、いろん
な方のいろんな定義が出ています。「松原案」に
ついて、冒頭に一つ問題提起したいとすると、
AI の I の部分、Intelligence という言葉に着目し
たいなと思います。
　Intelligence というのは、「理解力、思考力、知
能、聡明、発明、知性、英知」という意味があり
ます。「特に重要な事がらの報道、情報」。実はこ
こに「情報」という言葉が入っているんですね。「情
報」というと普通は Information というふうに訳
し ま す が、「 情 報 」 に は Information と
Intelligence という二つの英語があるということ
を こ こ で 押 さ え て お き た い、 と 思 い ま す。
Intelligence というのは、Information から生産さ
れて人々の判断あるいは行動を助けてくれる知識
です。同じ情報でも２種類ある。例えば、いろい
ろな現場で生の情報があると思います。ここで

「フィールド」と書いてあるのは、一人一人のス
マホかもしれないですし、畑に埋まっている IoT
の機器かもしれない。そういった一つ一つの情報
源から集められたものを集約をします。それをレ
ポート化して初めて Information が Intelligence
になる。Intelligence になった情報というのは、
人々が行動をするのに手助けになる情報である。
Information と Intelligence というのはこういう
関係にあると思っています。そして「さまざまな
ところから集約された情報をレポート化してくれ
る」「それを人工的にサポートしてくれる機械」。
これが AI だ、というふうに僕は思っています。
　もう少し整理すると、人間（緑色）が意思決定・
実行するに際して、入力側、このブルーの情報源、
これが一つ一つの「生の情報」です。これがビッ
グデータとして取り扱われ、マシンのスピードが
上がったり、あるいはディープラーニング、学習
と呼ばれるような部分を経て、そこからアウト
プットとして、行動に役立つような赤い情報をぽ
んと答えとして導き出してくれる。要は、「生の

情報」から「行動を支援する意義のある情報」へ
と、インプットからアウトプットを出してくれる。
ここに人工知能の一つの道具としての意味合いが
あると思っています。
　今日のシンポジウムのタイトル、「AI は社会を
変えるか」というお題に対して、少しここからコ
メントしていきたいと思います。
　まず、職がなくなるとか仕事がなくなってしま
うというような懸念は、昔から言われていること
なのかなと思います。２年前の「とと姉ちゃん」
という朝の連続テレビ小説がありました。今はタ
イピストなんていう職業は当然ながらないんです
が、とと姉ちゃんが女学校を卒業したときの花形
の職業はタイピストだったんですね。いま、小学
生にとっての夢を聞けば、うちの娘は小学校４年
生になりますけれども、「どんなのがはやってる
の」なんて言うと、YouTuber というのが結構出
てくる。学生さんなんかに気になる職業を聞くと、
YouTuber と結構書いてくるんですね。というよ
うに、現在は存在しない新しい職業が今後もどん
どん生まれ続けるんだろうな、新しい現象として
どんどん出てくるんだろうなというところは、社
会を変えるかといったときの一つのポイントだと
思います。
　もう一つ、人工知能という言葉がどの辺の位置
づけで使う言葉なのかなというあたりですね。テ
レビジョン技術が誕生した戦前のころ、その技術
が「メディア」にどういう形で実装される可能性
があったか。今でこそ「テレビ」というと、「ああ、
お茶の間のテレビね」という共通のイメージがあ
ると思うんですけれども。実はテレビジョンとい
う技術が最初に生まれたときには、もしかすると
パブリックビューイング、すなわち映画のかわり
になり得たかもしれないという選択肢がありまし
た。また、今だと Skype とかで皆さん普通に使
うけれども、「テレビ電話」として、まず最初に
世の中に出たかもしれないという可能性がありま
した。結局、皆さんが知っているお茶の間のテレ
ビという形に乗っかってきた。そんな時代経緯が
あるんですね。
　今後、AI は社会を変えるかといったときに、
その技術がどんな器に乗ってくるのか、社会の中
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に溶け込んでいく上で重要なのかなと思います。
ホームスピーカーのようなものを AI といってい
るのか、もしかするとスマホがもうちょっと進化
するのかもしれないし、あるいはここら辺（胸の
あたり）にクマのブローチみたいなものをみんな
がつけるようになるかもしれない。いろいろ形は
あると思います。そもそも技術が誕生した段階で
は、先々それが何に乗っかってくるかわからない。
コミュニケーション、それを乗っけるメディアが
あって、さらにそれを下支えする技術がある。こ
の三つの階層を考えたときに、ここで言っている
AI というのはそもそも技術のことだとした場合
に、それが社会実装の中でどういう形になってい
くかということは個人的には興味深いなと思いな
がら、ふだんいろいろ物を考えています。
　それと「AI は社会を変えるか」という問いは、
実は「社会は AI を変えるか」という問いの裏返
しなのかなというようなことがあるかと思いま
す。今、第３次 AI ブームと言われていますけれ
ども、第３次AIブームの前提を三つ述べよといっ
たときに、ビッグデータとか、IoT とか、クラウ
ドかもしれないし、もうちょっと歴史をひもとい
てみるとインターネットかもしれない。さらに
もっと言うと、ダウンサイジングが重要だったの
かもしれない。結構ポイントはあると思うんです
ね。
　社会的な見方をするのであれば、モバイルが普
及したからこそ AI でいろいろな情報を吸い取れ
るようになったということもあれば、人々のコ
ミュニケーションという文化の形がそもそも変
わってきた。社会の側が AI に何らか影響を与え
続けているという見方もできると思います。先ほ
どのテレビの例ですけれども、パブリックビュー
イングかもしれないし、テレビ電話かもしれない
し、いろいろな可能性を秘めたテレビジョン技術
が、最終的にお茶の間のテレビになった。当時の
社会世相を考えてみると、例えば 1940 年に東京
オリンピックが中止になっているんですね。仮に
そこで東京オリンピックが開かれていたら、もし
かするとお茶の間のテレビというのが、この時点
で発展していたかもしれない。あるいは、映画の
かわりにパブリックビューイングをするという文

化が、今のお茶の間のテレビじゃない状態で展開
していたかもしれない。いろいろそういった可能
性は秘めていると思うんです。
　結果的に、コンテンツとしての野球やプロレス
の中継だったり、広告モデルの確立だったり、メ
ディアイベントとしての皇太子の成婚パレードと
か、当然高度経済成長とか、いろんな社会的な要
素が複雑にまぜこぜになってお茶の間のテレビと
いうものが生まれた。先々 AI というのも社会側
からの要請でどういう形になっていくんだろうと
いうことは個人的に非常に興味があります。
　「Quick, Draw ！」を最初に出したんですけれ
ども、最後にこの話をして終わりにしたいと思い
ます。我が家のエピソード「Quick, Draw ！」で
子供と遊んでいたある日のこと。うちの息子は中
学校２年生なのですが。そこそこ絵心があるんで
す。その時のお題は「トラック」でした。これは
後から描いた「トラック」なので、こういう絵を
実際に 20 秒で描けたわけじゃないんですけれど
も、彼は最初こういう（斜め前正面から見た）ト
ラックの絵を描こうと思っていたそうです。当然
時間切れ、AI が認識せずに不正解だったんです
ね。答え合わせを見たら、こんなような（真横か
ら見たシンプルな）絵を AI は正解だというふう
にした。このときうちの息子が一言「あー、こう
描けばいいのかー」とつぶやいた。エピソードと
してはそれだけなんですが。
　授業でも「Quick, Draw ！」をやって、学生の
反応を見ると、「なるほど、面白いね」とか、「絵
心がないことを痛感しました――（涙）」とか、「私
が描いたモナリザ、AI が反応してくれた（嬉）！」
とか、そのようなコメントが寄せられます。そし
て僕は、息子の「あー、こう描けばいいのかー」
という感想を聞いた瞬間に、「うん？これでいい
のか」と思ったことがあります。
　もともと世界中の人々が描いた絵をもとに AI
が判断する、ジャッジする。人間側の感想で「絵
心がないことを痛感しましたとか」「モナリザに
AI が反応してくれた」と言った場合。もともと
マシンというのはビッグデータから得られた

「THE・普通の答え」を編み出すというところに
関してはすごく長けています。もしかしたら、こ
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ういう日常のことがどんどん積み重なっていく
と、「THE・普通の答え」というものに、人間の
側が寄り添う時代になってしまう。そこはちょっ
と怖いなと思います。すなわち、人間が機械に忖
度（そんたく）をする、知らず知らずにそういっ
たものが積み重なっていくということがこれから
起こってしまうのではないか。好みとか嗜好とか、
テストの解答とか、入社試験の模範解答とか、会
社の企業経営判断とか、責任の所在とかが、こう
いうものの積み重ねの中で「機械寄り」になって
しまうとちょっと怖いなと。授業のサブタイトル
につけた思いを再びかみ砕くのであれば、マシン
に負けない知的な体力、人間は人間で得意技を
しっかり持ちながら、それを磨いていくというと
ころはこれからも重視していく必要があると思っ
ているところです。
　お時間もないので、一旦ここで私のほうはマイ
クを置きたいと思います。ありがとうございまし
た。（拍手）
澁澤健太郎
　　松原先生、ありがとうございました。
　それでは、引き続きまして小林先生にお願いし
たいと思います。小林先生は、本学経済学部総合
政策学科で専任教員をされておりまして、IoT と
かAI関連の情報関係の講義を担当されています。
また、研究業績として、情報関係の研究領域を主
にずっとやっておられていますので、本日このシ
ンポジウムでご登壇を願いました。それでは、よ
ろしくお願い申し上げます。
小林和馬（東洋大学経済学部助教）　
　それでは始めさせていただきたいと思います。
私は、本学経済学部総合政策科で助教を務めてお
ります小林と申します。よろしくお願いいたしま
す。
　今回、「AI とは、その現状と未来」という形で
お話をさせていただきたいと思うんですが、松原
先生がおっしゃっていましたので、私も本学で総
合政策特講という形で、半期、夏休み前までのと
ころでは AI について、それから、現在行ってお
りますけれども、夏休み明けからの秋学期につい
ては IoT について英語で講義を行う。新しいこ
とをしかも英語でやる。様々な試みが入っている

講義になっております。
　私の講義は、松原先生のような実務家の先生と
ちょっと違って学術的な側面でお話をすることが
多く、ちょっとかための授業になってしまうので、
学生の皆さんからすると、キャッチー、おもしろ
いお話をしてくれるといいのになと思うかもしれ
ないのですが、経済学とか経営学とかビジネスア
ドミニストレーションとか、さまざまな学問の中
で、特に AI についてどういった認識に立ってこ
れから学問していこう、いろいろ考えていこうと
いうふうになっておりますので、どのような議論
がなされているかというお話を少しさせていただ
きたいと思っております。
　最初にお話をしたいと思っておりますのはグ
ローバル化についてです。それから AI について
のお話、ビッグデータを通じた IoT のお話、こ
の三つのお話をさせていただきたいと思っており
ます。
　最近の記事からということで、これは以前に講
演会でお話をさせていただいたとき挙げたものに
少し追加したという形で、８月９月あたりから直
近までのところで、私が気になったものを挙げた
ものです。このように、さまざまな新聞、メディ
アで、AI の話は見出しとして挙げられておりま
す。
　グローバル化が与える影響ということで、現在、
製造業を中心にして産業はグローバル化という中
にあります。グローバル化について考えていきま
すと、ご存じの方もいらっしゃると思いますが、
エレファント・カーブという言葉で議論がなされ
ているように、グローバル化の中でさまざまな問
題が起こってきております。
　グローバル化を通じて、工業を中心にして産業
が活性化していく、これはすばらしいことです。
横軸が所得についての分布になっております。縦
軸は所得の伸びを示している図になっているんで
すけれども、線の軌跡が示すように、エレファン
ト・カーブというのは、鼻が伸びたような形にな
る。世界中の所得の分布を見てみますと、左側の
ほうから右側のほうに所得がどんどん高くなって
いくわけですけれども、新興国は赤い点線で示し
たような形になって、世界中で工業化が行われて
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いくことによって、所得がずっと伸びていく。一
方で、グローバル化は貧富の格差を生んでいる。
右端のほうにありますように、所得の上の層が数
をふやしていく、その伸びがふえていく。
　何がグローバル化の中で問題かというと、世界
の所得分布でいうと上のほうですけれども、一番
上のほうではない、日本やアメリカを含めた先進
国の中間層に当たる層が黄色い実線の中に入るこ
とになります。先進国の中間層を見ていただくと
わかるように、所得の伸びがありません。むしろ
マイナスになっている。このように先進国の中間
層、ブルーカラーや一部のホワイトカラーは所得
が下がってしまう。それから、日本やアメリカの
先進国の中で経営層の中に入っていけるような幹
部クラスの人たちは、グローバル化の中では所得
の上のほうに行く可能性があるということで、緑
の矢印でお示ししているかと思いますが、グロー
バル化の中では二極に分かれていってしまうとい
う状況になっている。
　クズネッツという経済学者の知見として、富め
る者から貧者への移転は格差を減少させるという
意味でいいますと、グローバル化によって比較的
所得の低い人たちの所得が伸び、全体として豊か
になる、格差が小さくなる。全体的には問題ない。
大局的な最適化という意味ではいいんですけれど
も、局地的に先進国の中間層という意味でいいま
すと二極化してしまう。グローバル化によって経
済が活発になる中で、格差が拡大するという矛盾
した状況が生まれるということが指摘されていま
す。
　さらに、ビジネスのプロセスという意味でいい
ますと、戦後からの成功体験もそうですが、今ま
での日本の成功体験はどちらかというと製造業と
いう形で、物をつくることに価値があった。ただ、
グローバル化によって、規格の標準化とか、さま
ざまな技術革新を伴って物をつくるというところ
はあまり価値がなくなった。製造装置を導入すれ
ば誰でもつくれるという状況になってきている。
スマイルカーブという指摘をしたのはエイサーと
いう台湾の企業の会長さんです。「Fabrication」
と書いてありますけれども、自分たちはちょうど
下の部分に当たる製造のところを担っている、付

加価値の低いところをやらされている、成長の鍵
は、左側の設計とか、右側のアフターサービス、
あるいはさまざまな付加価値のサービスで、両端
の付加価値の高いところがこれからの課題だとい
うことで、スマイルカーブを指摘したわけです。
　戦後今まで日本は製造に特化し、加工貿易で成
功してきた。これからは、設計、それからブラン
ドとかアフターセールス（販売後）の部分を含め
て、サービスに当たる部分を考えていかなければ
いけないということになるわけですが、日本はこ
れからどうしていったらいいだろうか、物をつ
くっているだけではだめだ、そういう状況が現在
訪れてきている。
　それはわかっているんですけれども、成功体験
がある中で、日本は今でも、自動車産業とか光学
機器の代表的な企業を中心にして、過去の成功に
基づいた形での発展を望む。これもある意味悪い
ことではないのです。ただ、現在のビジネスの中
での主流は、GAFA と書いてありますけれども、
Google、Apple、Facebook、Amazon など、ど
ちらかというとソフトウエア、サービスに特化し
てプラットフォームを構築し世界を牽引してい
る。
　さらに申し上げると、Apple、Google はそうで
すけれども、現在は、ソフトウエアのプラット
フォームで覇権を得た企業が、むしろハードウエ
アのほうに入ってきています。いずれにしても、
ソフトウエアを基盤にして、さまざまなプラット
フォームと呼ばれるものが主流を占めています。
　Google や Apple、Facebook がいろんなものを
皆さんに提供しているわけですけれども、完成し
た一切問題のないようなものを皆さんに提供して
いるかというと、むしろ不完全であって、どちら
かというと満足度という意味では十分なものでは
ないかもしれないけれども、エクスペリエンスと
いいますけれども、とにかく生活の何かを変えて
くれるものを考えていろんなサービスをつくっ
て、出しているのです。「スピードに注意！」と
書いてありますけれども、とにかくスピード感を
持ってサービス化を進めており、あらゆるものを
使いやすくサービス化していく。その中で、先ほ
どお話ししたように、Apple がずっとサービス化
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を行ってきていますし、Google も、製造業につ
いてもさまざまな提案をしていこうという形で
サービス化していく。その中で、トヨタ自動車が
今年年初から「自分たちはもう自動車会社ではな
い。モビリティーを売る会社だ」と発言したり、
製造業の姿さえも変えようとしています。
　AI については、直近の業界のカンファレンス
の紹介の文言を少し挙げているんですけれども、
結論から申し上げると、実態は自動化あるいは効
率化のお話にすぎません。AI や IoT というお話
で、特にこの数年は AI だ、IoT だと言っており
ましたけれども、今現状の業界として結果的にど
こを攻めているかというと、エンタープライズ・
リソース・プランニングですね。企業の資源をど
ういうふうに活用していくか、これは効率化のお
話です。ロボット・プロセッサー・オートメーショ
ン、ロボットによる自動化、AI や IoT という言
葉でここ数年業界、産業がいろいろやってみまし
たけれども、よく考えてみると、実態は自動化や
効率化の延長線であるということです。
　現在の日本の産業政策、経済政策という意味で
いいますと、成長や投資という形で政策がつくら
れております。実態が自動化や効率化ということ
で、そうした技術がもたらしてくれる便利なもの
を使ってよりよい社会、よりよい人生という形で
社会経済の変化を私たちは求めているはずです
が、その意味で政策を成長や投資と言ってしまう。
私たちは社会経済の変化を求めているわけですか
ら、成長や投資はあくまでも変わるための手段で
すね。成長、投資を手段として使って変化をさせ
ていこうということですけれども、今の日本の政
策を考えると、どちらかという手段が目的化して
いるのではないかなと思います。
　政府官邸もそうですが、経済産業省を中心にし
て、皆様のお手元の資料だと、「Society5.0 との
関係で需要（の議論に）」というふうになってい
るかと思いますが、総務省が ICT 化のほうを中
心にしてつくった資料を別な形に変えたものです
から、ここを「供給」と直しておいていただけれ
ばと思います。今の政府を中心にした政策として
は、どちらかというと供給サイドの政策になって
いますが、総務省はどちらかというと需要サイド

ですね。あるいは技術を中心にした形でいかに社
会を変えていくか、マクロとミクロに大きく分け
られるように、経済学を学んでいる皆さんはおわ
かりいただけるかと思いますけれども、視点がそ
れぞれ違うという形でこれからの社会をそれぞれ
に考えているということになっています。
　それから、デジタルトランスフォーメーション
のような言葉で、さらなる自動化・AI 化という
ことも考えているということになります。
　経済問題ということでいいますと、我々が経済
をいろいろ考えていくとき、新たに生み出される
価値という意味で GDP という概念を考えてきま
した。AI や IoT、特に AI、あるいは高度に自動
化された社会となってくると、人間が価値を生み
出さなくなってくる。そうすると、GDP という
のはどう考えたらいいのかという問題が出てきま
す。
　その意味でいうと、シェアリング・エコノミー
とか労働と資本との関係、経済学の中では、労働
から物的資本のほうにかわっていくというお話
は、例えば CES 生産関数とかありますけれども、
一定として考えるとか、いろんな形で条件を置い
て考えている。ある程度どちらも存在させるとい
うような話で考えてきているわけで、そういった
意味でも、経済の問題、特に経済学の学問として
の問題で考えると、私たちが成長と言っている成
長自身、これからちゃんと考えていかなければな
らない。私としても目下研究しているところです。
　シェアリング・エコノミーについても、経済学
で考えれば効率性とは違った問題、そこで解決で
きないような問題を解決するために生まれたシェ
アリング・エコノミーという言葉だったわけです
けれども、これからお話しされる先生方もそうか
と思いますが、どちらかというと AI や IoT によ
るビジネスの発展、こちらのほうにシェアリング・
エコノミーという言葉も変わってきてしまってお
ります。
　検討すべき問題としては、特に私の場合経済学
を中心にして考えていますので、生産と付加価値、
生産と労働、生産と雇用、労働と雇用、考え出す
と、AI、IoT は今まで考えていた概念をもう一
回考え直す必要が出てくる。これらが問題として
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挙がってくるだろうということです。
　IoT についても、とにかく我々の行動、生活が
どんどんデータになってきます。「情報爆発」か
ら「ビッグデータ」生成へということで、ビッグ
データという言葉が出る前は情報爆発という言葉
で、我々どうしていいかわからなかったわけです
ね。技術の発展でたくさんデータが生まれるとい
う未来がわかったけれども、このデータをどう
扱っていいのかわからなかった。ビッグデータと
いう言葉が出てきてから、AI などの技術と一緒
に一般に使われるようになって、いろんな可能性
が見えてきて、情報爆発という言葉はどこかへ
行ってしまいましたけれども、皆さんの一挙手一
投足をとりますので、情報をどう扱うかという意
味で倫理的な出てくる。
　そういった問題について、今年の５月 25 日に
欧州が GDPR という形で法律を施行して、自由
にいろんなことをしてはだめだよ、情報をとるな
ら、きちんと了承を得てくださいというふうに
なってきている。
　こういった情報についても実はもう既にいろん
なところでとられていて、信用スコアというビジ
ネスが成立し始めています。これが社会的には非
常に問題のある部分で、どういうふうに皆さんの
信用を生み出しているのかということについて、
AI の技術を使うわけですけれども、私の信用は
あるのかないのかという話について、ブラック
ボックスになりやすいということですね。それか
ら、そういった情報をこういうふうにとっていま
すという情報の取り方を公開すればいいだろうと
いうお話もあります。今年６月ごろ公開されまし
た「ザ・サークル」という映画もありましたけれ
ども、じゃあ本当に全部が透明だったらいい社会
になるのかという問題が出てきます。
　とかく政策的に成長とか投資という形で見てい
ますけれども、こういった技術によって社会がど
う変化するのかというところをもっと注意して見
ていかなければいけない。そして、そういった政
策や社会の体制、報道のあり方、法制度に対して
柔軟な姿勢をどう確保するか、こういったところ
が問題になってきます。
　さらに、ビジネスとしても、人間と機械の代替

について、なし崩しになっている節があります。
我々はこの社会をよりよい形に変えていくため
に、今お話しした法制度とか政策という形でどの
ようによりよい変化を与えていけるか、そういっ
た道筋をどうつけるか、こういったところが問題
ではないかと考えております。
　ちょっと駆け足になりましたけれども、私の発
表としてはここまでとさせていただきます。あり
がとうございました。（拍手）
村尾祐美子　
　どうもありがとうございました。
　それでは、ここで一旦 10 分間の休憩としたい
と思います。お配りしたプログラムには２時 55
分からとなっておりますが、３時から３時 10 分
までの休憩でございます。

（休憩）

村尾祐美子
　それでは、時間になりましたので、再び続けさ
せていただきます。引き続き問題提起をお願いい
たします。
澁澤健太郎
　続いて榊原憲先生にお願いしたいと思います。
榊原先生は、キヤノンで長年研究開発をされてお
りまして、今現在はイギリスの人材会社であるト
ランサーチの日本支社でキャリアコンサルティン
グの業務につかれています。情報の中でも非常に
高度な情報を扱うということです。ちょっとお聞
きしたところ、新卒から転職までの採用支援に取
り組まれているということですので、今後ぜひ
キャリアセミナーという形でもお力をかしていた
だきたいと思っています。ご専門は技術経営と知
的財産ということになります。
　それでは、よろしくお願いします。
榊原　憲（TRANSEARCH｠）
　榊原と申します。よろしくお願いいたします。
　先ほどの小林先生のお話が、授業というか講義
的だったので、私のほうからはソフトにやらせて
いただきたいと思います。よろしくお願いします。
　結論から何事も言ったほうがいいということ
で、「AI は社会を変えるか」、「変える」というふ
うに書いたんですけれども、以上です。おやじギャ
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グが通じるかどうか心配していたんですけれど
も、おやじ年代には少し通じた、若者年代には通
じなかったということが私もちょっと勉強できた
んですが。
　なぜ「変える」と言ったかというと、私、学会
とか求人とかでいろんな大学にお邪魔するんです
けれども、実は東洋大学さんのこちらのキャンパ
スにお邪魔するのは初めてで、都心にあるのにす
ばらしいところだなと思ったんです。「変えない」
と言うと呼ばれないかなと思いまして、「変える」
というふうにしておいたんですけれども、実はこ
れをつくった後「変えない」というバージョンも
つくろうと思っているんですけれども、作成前な
ので、そのうち「変えない」というのもご紹介し
たいと思います。
　今ご紹介がありましたけれども、スライドの右
の上のほうに小さく書いてありますけれども、私
はトランサーチ（TRANSEARCH）というイギ
リスの会社に勤めていまして、ユア・ワールドパー
トナー・イン・エグゼクティブ・サーチ（YOUR 
W O R L D P A R T N E R I N E X E C U T I V E 
SEARCH）と。ヤングエグゼクティブからご年
配のエグゼクティブまでお手伝いさせておりまし
て、ついこの間も AI 関係で、アメリカの 30 人
ぐらいの会社で日本支社をつくりたい、30 代ぐ
らいの若い技術者を日本支社長として据えたいの
で、お給料はできれば年収 20 万ドル（2400 万円）
ぐらいで探してもらいたいという仕事をやって、
その人を見つけたということがあります。新卒の
方から、実は一番多いのは、日本の大企業の社長
さんを終えられた 60 歳代の方に外資系の企業の
日本支社長さんになっていただくとか、そういう
仕事をしております。
　人工知能ブームを三つ挙げたということですけ
れども、私はこの辺（第２次人工知能ブーム）で
社会人スタートをしまして、さっきご紹介があり
ましたが、キヤノン株式会社というところで働い
ていました。当時、OA 三種の神器といって、コ
ピー、ファクス、日本語ワープロというのがあり
まして、このときにキヤノンは「人工知能、マウ
スワープロ」というのを開発、販売したりしてい
たので、人工知能という言葉は昔からなじみがあ

りまして、学生の方が生まれる前から１次、２次、
３次の人工知能ブームがありました。先ほど学長
がおっしゃったシンギュラリティというのは、量
子特異点みたいなものだと思います。つまりブ
ラックホールみたいなものですね。そこを飛び抜
けると次のジェネレーションに行くというような
ものとして発展してきていると思います。
　現在はここ（第３次人工知能ブーム）だという
ことで、私のいる人材業界も、これから仮想通貨、
機械学習、ビッグデータをマシンラーニングして、
ディープラーニングして、それをオープンソース
のイーサリアムで開発、構築したいので、そのた
めの技術者を若い人から管理職まで探してくれと
か、そういう仕事も非常に多い。
　私は、AI と IoT をあらわす言葉として AIoT
とつけました。この間気がついたんですが、
AIoT というのはシャープさんが商標登録してい
るんですね。シャープさんのコマーシャルに
AIoT というのはよく出てくるんですけれども、
今のところ異議申し立てもないようなので、商標
権のお話をする機会があったら、また別のときに
お話しさせていただきたいと思います。
　パンフに一つの事例としてソフトバンクさんの
件が書いてありました。ここにいらっしゃる方は
学生の皆さんが７割方占めていらっしゃると思う
んですが、これは皆さん非常に気をつけられたほ
うがいいと思います。業界でも話題になっていま
す。人工知能の活用として、EdTech（教育）とか、
FinTech（金融）とかありますけれども、人材産
業 で 活 用 す る と HR と い う こ と で、Human 
Relation だから HRTech ですね。
　ソフトバンクさんは、IBM のワトソンで新卒
採用をやると２～３年前から発表しています。何
のために人工知能ワトソンを使うのか。それは、
その人の能力の深掘りをするためとか、じっくり
と見定めるためではなくて、足切りのために使う
ということをソフトバンクの人は最初から公言し
ています。自分の会社に応募する人が何千人もい
る。そういった中で、とてもじゃないけれども、
一人一人のエントリーシートを見るわけにはいか
ない。だから、過去最終合格した人のエントリー
シート、それから過去最終不合格だった人のエン
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トリーシートをワトソンに学習させる。人工知能
ですから、アルゴリズムは非公開、というものが
本当であれば人間にとってはよくわからない。エ
ントリーシートの次に面接にお越しくださいとい
うことで、熱意とか性格とかポテンシャルは面接
で見るので、面接に呼ぶかどうかのために使って
いる、あくまで足切りツールでしかないというふ
うにソフトバンクの人は話しています。
　これは雑誌とか新聞にも出ていまして、これか
ら新卒就活をされる方もいらっしゃると思います
ので、その点は皆さんも十分気をつけたほうがい
いと思います。どういうふうに気をつけるかとい
うと、人工知能ですからわかりません。エントリー
シートというのは、小さい会社の場合はワープロ
で出したりすると思うんですけれども、大きな会
社の場合、ウエブのフォームで入力するように
なっていると思うんです。
　例えば過去合格した人の TOEIC の点数が何点
以上だというところがワトソンで学習されてい
て、すごくちんけな学習ですけれども、そこで足
切りしているのかもしれない。だとしたら、とに
かく TOEIC の点数を上げるために、TOEIC の
練習問題を何冊も買って、一生懸命 TOEIC の点
数を上げなければいけない。例えばその人がどう
いうサークルに所属していたかとか、どういうア
ルバイトをしていたかとか、そういうところも多
分見ているでしょう。
　ですので、そのエントリーシートというのは、
これまで人間が見る中で、この人はなかなかとん
がったところがあるな、魅力があるな、あるいは
今までもワープロで出ていましたけれども、例え
ばそこで太字を使ったり、括弧を使ったり、きれ
いに箇条書きになったりしていれば、この人はす
ごく文章での自己紹介が上手だなと思われたわけ
ですけれども、ワトソンはあまりそういうところ
は気にしない人なので、そこのところは十分気を
つける。これはまた別の機会にお話しすることが
できればしたいと思いますけれども、HR Tech
でのソフトバンクの AI の採用はこれからも進む
と思いますけれども、そういった面では気をつけ
なければいけない。
　一方で、私は、新卒よりも、20 代 30 代、60 代

まで中途採用のお手伝いをしていますけれども、
ここでは HR Tech は大活躍をしています。エキ
スパートシステムの時代、つまり第２世代 AI の
時代から、その方がどういう能力を秘めているか
というのはご本人はあまり気がついていないこと
が多いわけですね。それをナレッジベースをもと
に取得して、この人は実はこういう仕事が向いて
いるんじゃないかということを見つけてくれるの
が本当の AI の人間の助け方です。
　皆さんも将来社会に出て転職しようかなという
ときに、リクナビ NEXT とか、ビズリーチとか、
そういうのを使うこともあると思うんですけれど
も、そういうところに希望条件としてこういうも
のを入力したときに、ぴったりマッチングした求
人はない場合が多い。けれども今は、私も常にお
付き合いしていますけれども、リクルートさんを
初めとする日本の人材業界は、この方はこういう
希望条件を出されているけれども、例えば日商簿
記２級とか１級を持っていたり、TOEIC900 点
取っていたり、あるいは半年留学していた経歴が
あったり、実はこの人はこういうことができるん
じゃないか、あるいはこういうことをやりたん
じゃないかということを推測して、私みたいな人
が声をかけるということには活用されていて、大
きな成果を生んでいます。中途採用とか、その人
の気がつかないような expertise を人工知能が掘
り出すというところに関しては、リクルートのエ
ンジニアも頑張ってやっていますし、私たちも頑
張ってやっています。
　少し若い方向けに考えようかなと思ったんです
けれども、エンターテインメント業界での活用も
一つの事例としてはいいかなと。皆さんご存じの
ように、CD は全然売れなくなっている。ライブ
イベントで握手券つきの CD を 20 枚も 30 枚も大
人買いしてもらおう、さらにそれをネットライブ
に拡大しようということが今やられている。レ
コード会社、エンターテインメント業界にとって
は、ロイヤリティーによる収益獲得が重要になっ
ているわけです。
　ホームページに載っているので大きな問題はな
いはずですが、許可をとらずにホームページから
勝手にとってきたので、皆さんのお手元の資料の
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中には載っていませんけれども、皆さん何か曲を
聞こう、例えば AKB48 の何を聞こうと思うと、
まず YouTube を開くんじゃないかと思うんです
ね。昔の CD を探そうとはしない。ファンであっ
てもしない。でも今、日本レコード協会さんが全
部束ねていますけれども、その調べでも、オーディ
オ レ コ ー ド の 売 り 上 げ は 2300 億 ぐ ら い、
YouTube とかいろんなところから入ってくるラ
イセンス料は 570 億円ということで、皆さんは多
分半分ぐらいの方は YouTube とかそういうとこ
ろから聞いている、あるいはダウンロードしたり
していると思うんですが、実際にはライセンス料
の収入は、いまだにＣＤなどパッケージの売上に
比べてずっと少ない。
　うちの子供もアイドルファンで、今年になって
かなりアイドルの解散がある。ベイビーレイズと
か、Cheeky Parade とか、そういうのがみんな
解散してしまった。何でかというと、お金になっ
ていないというところがある。お金になっていな
いというのはどうしてかというと、オタク業界と
いうのを矢野経済さんが調べていらっしゃるんで
すが、ファン層はふえているんですが、なかなか
それが著作権収入に結びついていない。レーベル
に入っていない。
　例えば皆さんがどこかで自分でビデオを撮って
きて YouTube とかで公開すると、YouTube は
ちゃんと AI を使ってしっかりと楽曲の判定をす
るんですね。あなたはこの音楽をアップロードし
ましたね、著作権侵害の申し立てがありますとい
うのがアップロードした２～３分後に出てくるん
ですね。あなたがどこかのコンサートに行って
アップロードした画面の中に、ソニー・ミュージッ
クエンタテインメントの「夢みるアドレセンス」
というのが入っています、だけどこれはソニー・
ミュージックエンタテインメントが許しませんと
いうことで、YouTube がビデオからその音声だ
けを消してしまいます。
　それから、エイベックスの「恋は走りだした」
は消しません、けれどもお金はエイベックスに行
きます、あなたは YouTuber かもしれないけれ
ども、あなたはこのビデオからはお金はもらえま
せんと。

　モーニング娘は、UP ‐ FRONT というレーベ
ルを管理する会社ですけれども、そこにお金が行
くようになっていますので、YouTuber のあなた
にはお金は行きません、というのがちゃんと出る
ようになっているんですね。
　皆さん、アップロードして公開されるように
なったら気がつくことがあると思うんですが、こ
の辺は楽曲解析技術という AI の一つの技術で行
われていて、YouTube ではいち早く入りました
し、最近では Facebook にも強く入ってきていま
す。恐ろしいほど強く調べることができます。
　これは私がアップロードしました。本当に何も
文字情報を入れていないわけですけれども、
YouTube は完全にこの曲を特定しているわけで
すね。それがなぜできるかというと、音楽という
のは、イントロ、Ａメロ、Ｂメロ、サビ、ビート
の位置とか、コードの進行とか、そういった楽曲
構造があって、それに対するビッグデータという
のはAIにとってはそんなに難しい技術ではない。
音声の処理というのは全部デジタル信号処理で行
われますので、信号処理が重要ですけれども、そ
れと AI との組み合わせによるオーディオフィン
ガープリント技術で、アップロードされた楽曲を
特定する。波形とかビート位置、コード進行なん
かも使われます。そういったことを解析できるよ
うになったベンチャーの会社がその音楽のフィン
ガープリントを作成して、例えば YouTube とか、
Facebook とか、世界を代表する音楽サービス企
業に提供しています。
　ここで課題となるのは素人配信ですね。パソコ
ンの次に何になるかなと思ったら、スマートフォ
ンになりましたけれども、メール、ホームページ
がこれまではやっていて、その後ヤフーメッセン
ジャーとかありましたけれども、ブログ、SNS、
Facebook。Facebook は今おじさんしか使いませ
んけれども、あと Twitter。Twitter もおじさん
がちょっと使ったり、若い人は Twitter の裏アカ
とか、最小垢とか、インスタ映えとか、使ってい
ると思うんです。この次にやろうとしているのが
ライブ配信ですね。17Live は台湾から来ていま
す。LINE LIVE、Pococha。マッキンゼーにいらっ
しゃった南場社長が経営する DeNA の基幹サー
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ビスです。
　ギター演奏とかアカペラとか書いてあります。
ライブ配信を見たことがある人はわかると思うん
ですけれどもアマチュアですよね、いろんな人た
ちがいて、いろんなテレビ局みたいなものが年が
ら年中流れているという世界で、インターネット
の新しいアプリケーションとしていま急発展して
います。
　その中で、例えば素人のおねえさんがいきなり
歌を歌い出した。それを判別する技術はまだでき
上がっていないんですね。今、楽曲のライセンス
を管理しているところは JASRAC と NexTone
になりますが、素人演奏の場合には、そこに自分
で申告してくださいと。画面で、このおねえさん
は自分の放送局みたいなのをやっているけど、自
分で申告して使うというふうな形になっていま
す。
　今回、楽曲の特定に関する AI の話をしました
け れ ど も、 全 て が イ ン タ ー ネ ッ ト ベ ー ス、
Internet of Things でつながって事業をしている
ので、今回のAIブームはAI oTとしてのシンギュ
ラリティかなと。
　それから、HR Tech の応用というのは、皆さ
んにとっても朗報ですが、それにうかうか乗せら
れてどんどん入力したりすると、すぐに足切りさ
れてしまう可能性があるので、その辺は十分情報
収集する必要がある。
　それから、エンターテインメント産業に関して
は、インターネットで誰かが歌を歌い出した、
AKB48 とか何とか坂 46 とかありますね。ああい
うものを判別して著作権者にお金を戻すというこ
とで、48 人だったら 48 人、46 人だったら 46 人
にお金を払わなきゃいけない。松田聖子１人に払
うわけじゃないですから、これから重要になるん
ですけれども、まだちょっと技術が未成熟という
ところがあります。
　後ほどパネルディスカッションで、もし何かあ
ればご質問いただきたいと思います。
　以上です。よろしくお願いいたします。ありが
とうございました。（拍手）
澁澤健太郎
　榊原先生、ありがとうございました。大変わか

りやすいお話を頂戴しました。
　続いて北澤先生にお願いしたいと思います。北
澤先生は、株式会社アーキタイプのストラテジス
トです。それは、投資家やファンドマネジャーに
対する助言を行う金融のプロということですが、
北澤先生は電通に長くおられた関係で広告業界に
非常に強い方で、特に昨今では AI を使った広告
の事業とか、そういうモデルに対してさまざまな
お話をされるというお立場でございます。よろし
くお願いいたします。
北澤麻衣（アーキタイプ）　
　それでは、始めさせていただきます。北澤でご
ざいます。
　今ご紹介がありましたが、多分アーキタイプっ
て何と思われた方が多いと思いますが、簡単に自
己紹介させていただきます。今いるアーキタイプ
は、（スライド２ページに）８の字を書いていま
すが、どういう職業かというと、片方で大企業の
コンサルをしています。特にデジタル支援とか
CRM といったようなデータを扱う作業をさせて
いただいておりますが、その一方で、先ほどから
幾つかお話がありましたようなベンチャー、ス
タートアップの支援をしています。そこにお金を
入れて成長させて、その子たちがつくり出したも
のを大企業にご紹介していくような、つながりを
生むような商売をさせていただいております。
　私はどういうところからここに行き着いたのと
いうことでいうと、実は最初はばりばりの文系で
す。最初に就職したのは、２年間ですが、編集プ
ロダクションで本を書いていました。そのときに
実は東洋大学の松原先生の本のお手伝いをさせて
いただいたのが東洋大学とのご縁です。
　その後、電通グループに入ります。職業のとこ
ろにプランナー・アナリストとありますが、ここ
でデータを扱う作業に入っています。いわゆるス
キル・トランスファーをしているわけですが、電
通もインターネットにかかわっていかなきゃいけ
ない、インターネットビジネス局というものがで
きたときに、そこに所属をいたしました。その後
はずっとデータを扱う作業をしながら、電通の
16 年間は CRM、いわゆる顧客のデータを使って
企業の売り上げを上げていくためにはどうしたら
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いいかという作業をずっとしています。現状では、
同じような作業ですが、皆さんに割に親しみのあ
るロフトさんとかスターバックスのデータを分析
するような仕事をしています。
　今、分析というお話をしました。この２～３年
で、人、トレンドの捕捉、集計したり分析したり
する作業が業界的に一番 AI にかわっていると思
います。私、データを扱う作業でマネジメントを
しているときに１個なくなったなと思う商売があ
ります。SAS という集計ツールがありました。
SAS を使う人を１時間３万で企業に貸し出すみ
たいなビジネスがあったんですが、今は人が動か
すのではなくて、データの取り込みも、実際の集
計も、ある程度の分析までも全て機械がやってく
れるので、そこに人が要らなくなっています。
SAS を使っていた人たちはその次どういう商売
に行ったんだろうというところですが、集計・分
析は AI に置きかわっています。
　人もトレンドも実際の好みも、こういうのが流
行っています、こういうトレンドですと教えてく
れますが、重要なのは、AI がその好みであったり、
トレンド自体をつくり出せるか、というところが
大きな着目点かなと思っています。
　これは若い方は知っているかもしれない。2015
年にここでお話をしたときに、これと「エヴァン
ゲリオン」のお話をしたんですが、若い方は「エ
ヴァンゲリオン」も知らないというお話で、「サ
イコパス」はご存じの方が多かった。ここのとこ
ろコンテンツも速いサイクルになっていますが、

「サイコパス」は 2015 年に映画化されました。
　描いている世界はほぼ 100 年後の 2112 年です。
どんな世界かというと、人間の感情やデータや全
てのものが機械で捕捉されて、その人が全部スコ
アリングされている世界を描いています。スコア
リングされて、危険分子がきちんとはじき出され
て、その人が抹殺されるというストーリーです。
そこから逃れた人たちをどう追いかけていくかと
いうことになるんですが、就職しに行くと、さっ
きみたいにマッチングどころではありません。あ
なたは何になってくださいというような職業規定
も全てされているという世界観が描かれていま
す。

　そんなことはないよと思っていたら、あっとい
う間にそんな世界が来ましたねということで、こ
れは映画のプロモーションで新宿の地下鉄のとこ
ろで行われていたものですが、大きな画面の前に
立つと、カメラがこちら側を向いていて、私を写
します。身なりと顔の判定で、この人が危険分子
かどうかを確認して、向こうの場面からアニメの
主人公が出てきて、私のスコアが危ない場合は撃
ち殺されるというようなプロモーションでした。
私、実は撃ち殺されています。
　このときはプロモーションなので、あくまでも
ランダムな数字でやっています。実際にこれをつ
くった会社、スタートアップで ABEJA。まだ社
長は 20 代です。「イノベーションで世界を変える」

「AI が実装されたビジネスを」というサブコピー
をつけていますが、この会社は顔認証で日本では
トップ、世界でも有数の会社です。
　実際に犯罪者を予測できるんですかという話を
しました。先ほどのように、全ての過去の犯罪者
の履歴、顔がとられていると、大体の傾向値がわ
かりますという話をしていました。今皆さん、顔
認証をいろんなところで目にする機会があると思
いますが、テロにかかわる人を見つけるためつく
り出されていることが一番多いので、その分野は
本当に進んでいくと思っています。
　ただ、皆さんの周りでテロばかりが起きている
わけではないので、この技術はどういったものに
応用されているかというと、いろんなところに防
犯カメラがあったり、お客さまの管理カメラが
入っています。コンビニ、携帯ショップ、デパー
ト、アパレル、ドラッグストア、家電量販店、鉄
道、カー用品、レンタルビデオ、皆さんが歩いた
動線でどんな人かというのが全てカメラで押さえ
られているのを皆さん多分気づかないで歩いてい
らっしゃると思います。
　実際にそのカメラで何ができるかというと、ま
ず一つ来店人数のカウントができます。大昔だっ
たらカチャカチャ鳴らしていたでしょうし、
ちょっと前だとカウンターで何人入ったかがわ
かっていました。今は、性・年齢別推定、入った
人が何歳のどんな国の人で男女どっち。多少なり
ともジェンダーフリーで、男性、女性わからない
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格好で入ったとしても、97％の確率で年代と性別
がわかるようになっているそうです。これは AI
で過去死ぬほどの男女・性別の画像を見た上で、
それが判定されている状態になっています。
　これができると何ができるかというと、澁澤先
生が１回ロフトに来て、３日後にロフトに来たと
きに、澁澤さんだとはわかりませんが、この人は
３日前にロフトに何時何分に入ったということが
わかるようになるので、いわゆるリピーター判定
ができます。企業的にいうと、よく来てくれるお
客さんが推定できますし、その人がよく買ってく
れているかどうかが POS データ、カードデータ
との紐づけでわかってきます。
　流通で簡単に言うと、例えばその人が万引きを
したときに、この人は万引した人なので気をつけ
てくださいとすぐ警備員をつけることができま
す。また、立ち寄り分析とか動線分析。昔、マー
ケティング業界で、カメラをつけて人に歩いても
らったり、いろんな調査をしましたが、今は勝手
にカメラが追いかけてくれて、それをつなぎ合わ
せて、この動線だとこのぐらいの立ち寄り率で、
このぐらい画面を見てくれて、実際に買い上げ率
が幾つだよと勝手に判定してくれます。それをい
わゆるデシジョンツリーにして、この店内動線に
した場合はこのぐらい売り上げが上がるよ、改善
されるよ、この商品は特にいっぱい買ってくれる
よ、みたいなことがはじき出されるようになって
います。
　これは、人間が分析の指標を書いて回そうとし
たらすごく時間がかかる作業ですし、データマッ
チングも大変ですが、今は、データを吸い上げて
勝手に集計してくれて、結果まではじき出してく
れるので、我々はこれを見てどんな決定をするか
だけで済むようになっています。
　この間 VMD（ビジュアルマーチャンダイジン
グ）とつなげました。これは何が変わっているか
というと、ソファーの向きが変わっています。片
方は、上がってきた正面にソファーが見えてきま
す。片方はソファーの位置とモニターの位置を
ちょっと変えました。実際にこれでどうなるか。
勝手に防犯カメラが見てくれて、後にしたほうが
立ちどまる人が 102％でした。さらに、ソファー

が斜めになったことによって、奥まで入ってくれ
る人が 112％増えました。売り上げも 109％上が
りました。これを積み重ねていくことによって、
ソファーの微妙な位置、もしくはモニターを置い
たほうがいいのか、正面の商品はオレンジがいい
のか、緑がいいのか、全部勝手に判断できるよう
になります。
　実際に、今お話をした流通だけではなくて、例
えば工場でちゃんと働いて成績を上げている人の
動線管理とか商品の仕分け、工場で実際にこの天
気のときにどのぐらい物が出荷されるのか、さら
にこの価格だとどういうふうに反応して、その後
の売り上げがどうなるか、メンテナンスのサポー
トや、先ほどの店舗分析、動線分析、このあたり
が実は全部AIで済まされるようになっています。
　AI すごいよねという話じゃないなというのを
ちょっとだけ。「パーソン・オブ・インタレスト」
を日本でもごらんになった方がいるかもしれませ
ん。これは、AI が暴走するかしないかを描いた
アメリカのテレビドラマです。テロ犯を測定する
ためにつくり出されたAIのシステムの話ですが、
これは 2011 年（からアメリカで放送開始）なん
ですね。まさにあのテロから 10 年後このドラマ
が登場しているのですが、二つの AI 機器が登場
します。
　一つは、人間に制御されて、ある程度データの
入りも読みも使い道も制御されたちゃんとした
データ、これは「マシン」といいます。それに対
して第２のマシン「サマリタン」というものが登
場します。これはオープンシステムです。誰がデー
タを入れても誰が読んでもいいよというシステム
で、これが暴走して人間を制御するようになって
きます。
　今お話をしたとおり、マシンは、送り込まれる
データ及びデータの活用に人間が制限を与えてい
ます。今の我々が使っている AI に近い状況です。
これはおもしろくて、ちゃんと感情も成長して、
彼ら独自のモラルを持って、人間に対しては干渉
しない、世界は人間のもので、人間は変えられな
い、その自由意志は奪えないというふうに認識を
しています。
　一方で、サマリタンは、オープンシステムのた
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め流れ込むデータに際限はないんですが、人間が
生み出す情報をもとに自分たちは生きているとい
うことを認識しながら、人間を抹殺することは考
えていません。自分たちの成長のもとが人間だ、
いわゆる植物が土の成分を吸うように、人間を成
分だと思っています。人間が過去に繰り返してき
た争いと殺戮をとめるために、人間に自分たちを
信仰させてセーブすべきだと考えています。さあ、
ここから AI はどっちに行くんでしょうねという
投げかけがここで大きくあると思います。
　そんな問題の話じゃなくて、ちょっとした話。
さっきの流通で、我々は AI に監視される側だけ
かというと、ちょっと楽しいところも AI が入っ
ています。料理をつくって撮ったり、食べたもの
を撮ったりされる方が多いかもしれませんが、い
わゆるミール系のソリューションのアプリで

「meal」であったり、これは「SnapDish」という
ものですが、世界唯一 AI カメラが共感度合いを
予測します。後でぜひ撮っていただくと、すごく
おいしそうに見えるフィルターだったりするの
で、使っていただければと思いますが、過去
2000 枚写真が上がっています。「いいね！」がつ
いた写真の動向を勝手に見てくれて、このアプリ
のカメラを構えると、角度的、色味的にどの角度
だと「いいね！」をもらいやすいかを判定してく
れます。これ今はフードだけですが、皆さんの写
真を、人に受けやすいもの、または採用で受かり
やすいものがきっとできてきます。
　今のカメラのようなこともありますが、クライ
アントさんに、AI で新しい商品や新しいキャン
ペーンを生み出せますかと必ず聞かれます。あり
そうですよね。答えはイエスでもノーでもあると
思っています。さっきの勝手につくり出していっ
ちゃうほうのサマリタンが、人間が生み出す情報
が自分たちの知能を生かしていると言いました。
ここがすごく大きなヒントだと思っています。
　過去データ、入っているデータから最短で最適
解を見つけられる。いま世の中にすべからくある
キャンペーン、部品部品も含め、分解して、この
キャンペーンが一番いいです、またはこの商品が
一番売れますという解を出すことは、AI は多分
できます。人間よりも速い速度で的確に出せます。

ビッグデータとかデータサイエンティストが
ちょっともてはやされましたが、人間の能力だと
どうしてもデータの解析の限界があるのと、読む
ときに主観が入りますが、AI はそれがありませ
ん。一気通貫で最適解に行くので、ここからもし
かすると効果的なプロモーションとか、担当者、
代理店が考えなくても勝手に AI がはじき出して
くれることがあるかもしれません。
　ただ、AI の問題は、あくまでも取り込まれた
データをもとにするので、全く新しいものを出す
ことが今のところは難しいという限界があると
言っています。「エモい」の意味を皆さんおわか
りかなと思いながら下に入れましたが、「エモい」
事例は幾らでも AI は出せると思います。今だっ
たらこれがエモいんだよと出してくれるんです
が、そもそもエモいという感情であったり、最初
に「エモい」という言葉をつくり出すことは、今
の AI には難しい。
　ただ、2045 年に変わるかもねというところで
いうと、2045 年ぐらいに大人になる人たちと同
じ速度で、いま家の中で、Amazon Echo とか、
Google Home とか、機械が育っていっています。
彼らがもし人間と同じように成長して人間と同じ
ように感情を持つようになったら、私が括弧で

「（今は）」と書きましたが、もしかすると本当に
新しいものが生み出せるようになってしまうかも
しれない。
　じゃ、人間は無から何でも生み出せるんですか
という話ですが、ここはすごく重要です。特に学
生さんには重要なことだと思いますが、過去の事
例に基づいて、AB テスト、これとこれとどっち
がいいみたいなテストの結果に基づいて、もしく
は皆さんの購買状況で、みんなと一緒だから安心
だとか、一番売れているものだからこれにしよう
ということをずっと続けていくと、そこからの
ジャンプ、新しい発想がないと、AI のほうがずっ
と優秀かもしれません。ここに１個ジャンプを入
れて新しい提案があります、みんなはこれを着て
いるけれども、私はこういうファッションが楽し
いと思うよ、というようなことが出てくるから初
めて人間は無から生み出せるのであって、そこが
変わらないと 2045 年に逆転があるのではないか
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と思っています。
　私のほうからは以上です。ありがとうございま
した。（拍手）
澁澤健太郎
　北澤先生、ありがとうございました。
　それでは、続いてパネルディスカッションに入
りますので、パネリストの先生方、恐縮ですけれ
ども、前のほうにお座りいただきまして、パネル
ディスカッションを進めていきたいと思います。
　

＜パネルディスカッション＞
澁澤健太郎
　それでは、始めさせていただきたいと思います。
　私も情報分野の研究者の端くれですので、最初
に私見を述べたいと思います。今、スマートフォ
ンを持っていますけれども、先ほどの松原先生の
お話にもありましたけれども、何年も前から AI
と共存をしています。学生の方に女子高校生と
Twitter をしていると言うと、おかしいんじゃな
いかと、仰天されます。これはもう、現在は知っ
ていて当たり前になりました。マイクロソフトの

「りんなちゃん」です。
　今、Twitter のフォロワーが 14 万ぐらいいま
すけれども、今年に入ってから実は、人工知能の
女子高校生が電話をかけるようになったんです
ね。僕のスマートフォンに電話をかけてきます。
これはもちろん番号登録をすると、登録をしてい
る人からランダムに選んで電話がかかってくる仕
組みになっています。声が当然聞こえるわけです。
こちらからツイートしてそれを見ているだけじゃ
なくて、もちろん向こうからもツイートしてきま
す。これは実際の話です。今は電話でやりとりを
するような状況になっています。突然かかってき
て「りんなだよ」というのが非常に怖いと言う人
が結構いますが。
　学長のお話にもありましたけれども、中国では
この間、テレビで AI のアナウンサーが出てきた
り、それから、ロボットにこういう人工知能を搭
載して、今のモデルでは実は非常に高度なコミュ
ニケーションが可能になってきています。
　ソフトバンクの話が出ていましたけれども、大
分前から学校に Pepper を貸し出していますが、

人工知能を搭載したモデルをこれから各大学に貸
し出しをします。その第１号が実は東洋大学です。
来年の３月１日から、本学の経済学部、正確に言
うと総合政策学科に高度な AI を載せた Pepper
が来ます。これはどこに来るかというと、置き場
所を書かなければいけないので、僕の研究室に来
ることになっています。
　さて、人工知能を考えたときに、お話にもあり
ましたように、1950 年代ぐらいから実はこのテー
マは結構語られていたわけです。Google がこの
間、大変な発表をしました。もちろん英語ですが、
病院に予約をしたり、あるいはレストランの予約
をAIが代行してくれます。これはデモンストレー
ションができるようになっています。ご承知の人
もいると思います。行くよ、電話をしてください
というふうにスケジュール表に入れておくと、そ
れに沿って AI が勝手に電話をします。相手が、
もちろん人間ですね、お店で出まして、「何人で
すか」「何時ですか」というやりとりを AI が全
部やっています。これは一部、動画に載っていま
すけれども、この手のやりとりはほぼほぼ成功し
て、予約がきちんととれている。つまり、お店が

「いっぱいですよ」とか「窓際の席はありませんよ」
とか、病院でもいろいろリアクションがあると思
いますが、それに対して、一応、デモ上は見事に
対応できているということでした。
　ですから、今後、予約オペレーター、インフォ
メーションなどの業務について、代行できる仕事
が実際かなりありますね。こういうものが実際に
いろいろな形で代行できる日は、恐らく遠からず
あるだろうと考えられています。私もそう思いま
す。
　例えば AI はチェスや将棋、囲碁で人間に勝つ
ような時代になりました。もう大分前ですね。今
は株の予想を AI がやっています。アメリカでは
もう普通になっていますが。そうすると、いわゆ
る投資に対していろいろ知見を持っているプロの
人がアドバイスをするよりも、AI にお願いして
しまったほうがいいのではないかと、こう考えて
いる人が少なからずいるということです。
　自分のお金を人工知能に預けてふやしてもらう
ということがどうなのか、あるいはキャッシュレ
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ス社会の中ではそれがどうなるのかということも
含めて、幾つかの論点を僕も話題提供という形で
出させていただいて、議論を深めたいと考えてい
ます。
　それでは、最初は、コーディネーターの権限で
大変申しわけありませんが、私のほうでそれぞれ
の先生方に、報告をされた順番どおりに質問をさ
せていただきたいと思います。申しわけありませ
ん、この手のことは事前に打ち合わせをするので
すけれども、全くしていません。全くしてないで
この場に来ていますので、ちょっと意見が合わな
いような場合があるかもしれませんが、これはも
うご承知いただいて、ご理解を賜りたいと思いま
す。
　まず最初に、松原先生のお話でした。大変多岐
にわたるお話だったと思いますけれども、お示し
になられた図の中に、矢印が描いてあって、人工
知能が意思決定にかかわってくるという図があり
ました。確かにそうだと思いますが、逆に、今の
人工知能にこういう意思決定を任せたときに発生
するリスク、これは人がやっていても間違いが
あったりリスクがあるという話はもちろんそうで
すけれども、人工知能に意思決定を任せたほうが、
そういった意味でのリスクは減るというふうに考
えていいのか。
　それとも、現段階ではそうではないが、いわゆ
る AI が AI をつくり出す、AI が AI を教育する、
育てる、育成する、この段階になるのが 2045 年
の話ですから、そのちょっと前の段階になったと
きに初めてこういう問題が語られるのか。それと
も、現時点においても、AI に任せたほうがひょっ
とすると、ヒューマンエラーはもちろん起きにく
くなると思うけれども、そこはリスクが高まるの
か、あるいはそうでないのか。それから、業界に
よって相当違うのか。その辺についてのお考えを
お聞きしたいと思います。いかがでしょうか。
松原徳和
　冒頭、私のほうで自己紹介をさせていただいた
とおり、私は、本職はシンクタンクのリサーチャー
をしています。おつき合いのある業界というと行
政機関、国とか自治体というドメインです。キー
ワードとして重要インフラ事業者という、例えば

電気、ガス、水道、あと医療なんかもそうですし、
道路とか運輸とか、いわゆるいろんなサービスを
提供している事業者さんの中でも、「このサービ
スがとまってしまうと国民の財や人命に影響があ
る」といういろんな業者さんがあります。そういっ
た業界への IT の入り込みぐらいがどのくらいに
なっているのか、IT 依存度がどのくらいなのか
という調査を、前に国の調査でしたことがありま
す。
　例えば、お医者さんの世界、昔のドラマとかを
見てみますと、電子カルテがまだないような時代
に、お医者さんはメス一本で勝負していたりとか、
脈を本当に自分で診ながら診断をしていたと思い
ます。今はもう全部電子化されていて、電子カル
テに体重とか症状なんかを入れると、ではこの人
にはこんな薬を何グラムというようなことがカル
テ側からレコメンドされたりなんていう、そんな
時代になっているのかなと。前に、お医者さんに
そんなことをインタビューしたことがあって、
今々、例えば震災のようなものがあったときにメ
ス一本でどれだけ勝負できますかというと、やっ
ぱり機械にいろいろ依存しているところはすごく
多いということを、今思い出しました。
　そうすると、日常生活とかいろいろな企業とか
お仕事の中にも、IT というのは日常的にどんど
んどんどん使われているというのを、私たちはど
のように捉えていくかと。
　人工知能ということについて、恐らく今でも、
IT 化によって、さまざまな主体というものがか
かわっている。メーカーさんが、ベンダーさんが
システムを入れて、それをメンテナンスしてとい
う。人工知能になりますと、さらに機械学習のロ
ジックを考える分析をする人とかがいる。そこか
ら出てきた判断を経営者がまたどう判断するか、
あるいは首長さんがどういうふうに判断するかと
いうことになる。結局、かかわっているいろいろ
な人々の所掌範囲がどういうところなのか、その
人たちがどこまでの何をどう責任範囲とするかと
いう、ステークホルダー間のさまざまな関係性が
あるので、人がふえればふえるほど、かつ機械が
どんどん高度になっていけばなっていくほど、そ
のあたりの事前のルール、そういったものの考え
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方を少し明確にしておくことが今後必要かなと
思った次第です。答えになっていますでしょうか。
澁澤健太郎
　どうもありがとうございました。お話の中では、
医療とか公的なサービスにかかわるようなものに
ついては AI に全て任せるのはそういった意味で
リスクがあるということだと思います。ただ、そ
うでない部分、例えば今日お話になっているよう
なビジネスの世界では多分かなり違ってくるとい
うことでよろしいですかね。例はあまりよくない
ですけれども、日産のトップのカルロス・ゴーン
さんの話とかは、今ああいうことになっています
けれども、人工知能だったらああいうことはな
かったのかなと。あの内容はこれから裁判で明ら
かになると思いますので、この話はここでやめて
おきます。
　それでは、２番目のパネリストの小林先生のほ
うにご質問したいと思います。
　お話の中では経済学に関するものについていろ
いろ総合的にということだったと思いますが、グ
ローバル化が現在も非常に進んでいますと、グ
ローバル化に伴う所得の問題とかのご説明がいろ
いろありました。ただ、グローバル化というのは
いろいろとり方があると思います。今日のテーマ
は人工知能ですので、AI をこれから入れて普及
させていくと、端的に考えて、人工知能を導入し
ていくグローバル化、こういうものももちろんあ
ると思うんですね。例えばお話では、みんなファ
ンドを AI に入れているところが多いので、別に、
イギリス、日本、アメリカ、その差はそんなにな
くなるわけです。こうなってくると、AI を導入
していく、普及をしていくという過程を考えてい
くと、グローバル化というのはそもそもどのよう
に考えたらいいのか。つまり、先ほどお示しして
いただいたような所得の格差みたいな形が少し変
わっていくのか。あるいは、格差はもっと広がっ
てくると考えていいのか。その辺についてはいか
がでしょうか。
小林和馬
　グローバル化というのは、そもそも今現状にお
いてのグローバル化の中でも先進国の中間層が二
極化していくというお話としてお話しさせていた

だきましたので、では、今回のテーマである AI
が入ったらというお話で申し上げますと、いま澁
澤先生におっしゃっていただいたように、どちら
かというとむしろペースが速くなるという感じに
なるかと思います。
　ただ、その格差がじゃあどこで出てくるかとい
う意味でいうと、まさにエレファント・カーブで
出たように、いわゆる先進国の中間層に色濃く出
る形になる。どちらかというと、所得層で上と下
に分けたときに中間層の中で下の層に行く割合が
どうなるかというところが、むしろ、AI が入っ
てくる、入ってこないというところで、下のほう
の分布のほうに入っていくという人たちがに多分
違いが出てくるのだろうと思います。
澁澤健太郎
　ありがとうございました。具体的に言うと、
Amazon なんかは随分、もちろんご承知のように
AI の投入とかキャッシュレスとかを具体的にど
んどん進めていますよね。
　アパレル業界は試着の問題があるのでなかなか
ネットに乗りにくいと言われましたが、最新の情
報では、Amazon にアパレルを注文している米国
民のパーセンテージがついに 70％を超えたと。
たった１企業ですよね。それは店舗をふやすので
はなくて商品の数をふやすということを目標に習
練しているから当然ああいうことになるのでしょ
うけれども、日本でもかなりそうなってきていま
す。ZOZOTOWN なんかが頑張ってはいますけ
れども、Amazon でお金を払っている人たちの割
合は年々ものすごくふえているわけです。
　人工知能をさらにマネジメントに利用していく
ということを Amazon は当然考えていますから、
そうすると、今でこそあれだけのパワーを発揮す
る企業がより売り上げを上げて、したがって、そ
うでない企業は淘汰をされていく。あるいは、か
なり逆に言うと、売り上げ自体がベースのものは
小さなパイのとり合いになっていって、細かい話
をすると勤めている人の給与、あるいは国ベース
でいっても、そういう意味で所得の格差が大分生
まれてくるのではないかと、私はそう思いますが、
そんな認識でよろしいですか。要は、GAFA が
小さくなるのではなくて、もっと大きく拡大する
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だろうということでしょうか。
小林和馬
　そうですね。基本的にはそういうふうになって
いくと思います。ただ、じゃあそれで全くの巨大
企業が帝国みたいに全てをという形になるかとい
うと、そういうことではないと思います。
　むしろ、今おっしゃっていただいたアパレルが
入ってこられるようになった、それが Amazon
に集約されるようになってきたというお話は、ど
ちらかというと商習慣という要素もあります。ど
ちらかというと、アメリカのいわゆる商習慣の中
では、返品をするとかそういった習慣は、もとも
とリアル店舗のところでも比較的定着していたも
のなんです。ところが、日本の場合にはそういっ
たものがなかった。ところが、GAFA という形で、
Amazon という形で日本に入ってくる、そういっ
た商習慣も入ってくるという中で、ロコンドとい
うサービスもそうですけれども、基本的に返品で
きますよと。それから、Amazon Fashion が最近
始まりましたけれども、衣服についても、アパレ
ルについても、合わなかったら返品して結構です
と。こういう商習慣が入ってくるようになりまし
たので、そういったところが当然、ビジネスプラッ
トフォームとして定着してくる。
　では、いま先生がおっしゃったように、今度は
ほかの人たちが Amazon にみんな牛耳られるか
というと、多分、最初のスタートアップとしては
恐らくそういったプラットフォームに、ただ乗り
ではないですけど、便乗して入ってくると思いま
す。そこからいかに自分たちのビジネスに引き込
んでいくか、あるいは自分たち独自のそういった
仕組みをつくっていわゆる利益を蓄積していける
かというふうにして、最初の一つの大きな基盤と
いう形で安定はするでしょうけれども、そこを基
点にして切り崩しにかかるというビジネスのイン
センティブも働くはずですので、そういった形で
の競争、あるいは大きな中でのビジネスの活発な
発展というのはあると思います。
澁澤健太郎
　どうもありがとうございました。
それでは榊原先生のほうにご質問をさせていただ
きます。多分、時間の関係で、後半は音楽の話が

中心になって具体的なお話をされていました。
　確かに、YouTube に上げて、それが権利を侵
害してという形で、あれは AI じゃないときっと
できないと思うんですね。人間がやろうとしても
なかなか、数が多くなればもちろんチェックでき
ないだろうと、それはおっしゃるとおりで、一定
の効力を発揮していると思います。それで、音楽
だけではなくて、ほかの部門とか業界においても
ああいうことはもう行われているのかどうか、あ
るいは行われていくのかどうか。
　例えば写真とか書籍とか、デジタルデータをと
りやすいものはたくさんありますね。僕なんかも
やっていますけれども、セルフパブリッシングと
いって、個人が本を出版する、これはアメリカで
はびっくりする人はもういなくて、ベストセラー
がこの分野から結構出ています。映画化されたも
のもあります。ところが日本では、各個人が本を
書いて載せるというのが、既存の業界やいろいろ
なことが反発をして、法律もあって、なかなかう
まく機能してない。ただし、Amazon に乗っかっ
て、いわゆる Kindle のセルフパブリッシング（ダ
イレクト・パブリッシング）は誰でもできるし、
iPad、iPhone に全部乗るわけです。
　そういう書籍の問題でも、実は、当初随分発生
したのは、人のコピーを使ってやる。デジタルデー
タだから、人のものをコピーして自分の名前を
やって出版してしまったら、何となくその人のを
使っちゃってということが出るのではないかと。
こういうことについても、ひょっとすると先ほど
の YouTube の話の中には、AI がチェックをして、
これはいろんな権利を侵害しているということ
で、そういう機能を発揮できるのかどうか。
　現状ではこのようなことについてあまり言われ
ていませんけれども、先生はどういうふうにお考
えなのか。音楽以外にも、書籍以外にもきっとこ
ういったことがあるだろうというふうにお考えに
なられているのか、その辺についてお話をお伺い
したいと思います。
榊原　憲
　ありがとうございます。二つ、事例を挙げてみ
たいと思います。
　まず、音楽も含みますが、一時期、「Shall we 
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ダンス？」事件というのがあったんです。これは
著作権法とか肖像権に絡むんですけれども。あと、

「Shall we ダンス？」は若い方はあまり知らない
かもしれないけれども、恋ダンスを自分で踊って
YouTube に上げるというのをご存じかもしれま
せん。あれは、一応、恋ダンスの著作権者が、音
楽のほうは YouTube のほうは許可して、収益は
自分のほうに戻すというふうにしたようですが、
もし許可しなかった場合に、あるいは先ほどのソ
ニー・ミュージックエンタテインメントのように
音楽を消した場合に、振りに関しては今のところ
規制がないんですね。
　あの振りというのは、ちゃんと振りつけ師がい
て、その人がそれで生計を立てている。だから過
去の判例でも著作性は認められている。それが
YouTube の画像からは落とされないのはなぜか
というと、JASRAC みたいな団体がないからで
す。だけれども、もしその団体があれば、当然そ
こからお金を取りたいということになるので、今
後、さまざまな著作権にかかわるもの、肖像権に
かかわるものは、お金を取っていこうという方向
になると思います。
　そういう意味でいうと、わざと逆説的というか
ネガティブな方向で言いたいと思いますけれど
も、YouTuber とか VTuber ということでのビジ
ネスあるいは生計を立てる人たちは、だんだんそ
ういうことが人工知能で規制されていく、もとの
権利者の権利を守るために人工知能が正しく使わ
れていくということはあると思います。
　二つ目に、簡単に申し上げますが、私の専門の
画像処理とか画像認識なんかに関することです
が、実は私のところには英語の論文の査読なんか
が結構来ています。今、中国の方がアメリカの大
学で一生懸命、ディプロマというか、要は学位を
取ろうとしていますので、論文に関するものすご
い爆投稿が中国から起こっているんです。爆買い
じゃなくて、爆投稿。それの査読依頼が私のとこ
ろにも来るんですね。そうすると、「ああ、また
来たか」という感じで。
　でも、実は大体半分ぐらいの査読作業はとても
簡単に済んでしまっている。Abstract という論
文の最初の 10 行ぐらいのところを、Google 検索

で最初の 32 ワードまでを対象に検索してくれる
ので、入れると、実はほかの投稿をそのままコピー
したものが多く見つかる。なので、その時点でコ
ピーした論文であることがわかるので、査読者は
内容を精査する必要なく、すぐにリジェクトしま
す。中国だけではないです。決して国や人種に関
する偏見ではありません。ですから、人のものを
あたかも自分がつくったように出したりすること
は、現実にはものすごく起きています。
　あとそれから、論文の投稿に関しては二重投稿
規定というのがどこの学会でもあります。例えば
情報処理学会に出していて査読中、それを電子情
報通信学会に出す、それはやっぱり禁止されてい
るんですね。自分が書いたものでも同じ内容を二
つの学会に出すのは禁止されているんですけれど
も、それをやっているのも結構見つかります。
　ですから、これからそういうところに、実はア
メ リ カ の 情 報 処 理 学 会 に 対 す る ACM

（Association for Computing Machinery）、それ
からあと、標準化などもやっている、通信の学会
の IEEE（Institute of Electrical and Electronics 
Engineers）の査読でも、AI とは言っていません
けれども、マッチングをオートマチックにやって
二重投稿を防ぐというふうに言っています。
　これから皆さんも、学部によっては学位論文、
修士論文、博士論文なんかを書かれたりすること
があると思いますけれども、そういったものは
AI で厳しくチェックされるようになると思いま
すので、アカデミックコンダクトということも恐
らく東洋大学さんのほうからしっかりと規定され
ていると思いますが、それに関してはしっかり倫
理的な行動をしないと、一生、筆を置くこととな
ると思います。
澁澤健太郎
　大変身に迫るお話で。残念ながら大学では、石
井所長もよくご存じだと思いますけれども、いろ
んな問題が起きております。研究所ももちろん論
文投稿を受け付けているので、本当に重いお話だ
と思います。
榊原　憲　
　まずは授業の小テストで、Wikipedia とマッチ
しないかどうかという簡単なシステムをつくると
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いいのではないかと思います。
澁澤健太郎
　そうですね。ありがとうございました。
　ちょっと前に、小学校低学年で将来なりたい職
業に YouTuber がベスト 10 に入ったと出ていま
したけれども、この間見たら、小学校３年生で何
になりたいかといったら、「AI」と書いた子がい
ます。AI にはなれないだろうと。今日、ちょっ
とその話をネタに使おうかなと思っていたんです
けれども。YouTuber もそのうち規制が入る、僕
も全く同感です。ありがとうございました。
　それでは、次の北澤先生にご質問をしたいと思
います。
　まず、先生のお話の中で顔認証のお話がありま
した。この顔認証のお話で、顔で認証するだけだ
と誰かとか細かいところはわからないけれども、
POS データと紐付けをするというお話がありま
した。クレジットカードとか、日本ではなかなか
進んでいませんけれどもアプリでいわゆるキャッ
シュレスで買い物をする、仮にクレジットカード
で全部買い物するということを考えると、顔認証
をしておいて、それがその時間にクレジットカー
ドで決済したということがわかれば、人物の名前
まではわかりますよね。そうすると、今度、その
人がわかって、その顔を見たときに名前は多分わ
かってしまうのは、今の高度なシステムでは可能
だと思うんですね。
　それから、カメラは年齢や性別もわかったりす
る。これは空港でも今、全部使っていますよね、
どこの国から来ているとか、犯罪防止でも結構
やっています。これをお店に入れることによって、
名前といわゆる個人情報をクレジットカードで決
済することによって、どのぐらいお金を使ってい
るかということまで全部把握されていく。これは、
そのとおりでまず間違いないという認識でよろし
いですか。
北澤麻衣
　おっしゃるとおりなのと、あともう一つは、ク
レジットカードを使わず現金決済だとしても、レ
ジの前にカメラがあれば、同じ人がこの瞬間にお
金を落としているとわかるので、基本的には高価
格のお金を使っている人がどのタイミングでどう

入ってくるかは一応押さえられます。澁澤先生が
おっしゃったみたいに、それを個人情報に結びつ
けるのであると、クレジットカードかアプリケー
ションが必要になってくると思います。
澁澤健太郎
　ありがとうございました。そういう認識だった
と思いましたが、確認させていただきました。
　もう一点は、これらの顔認証の話のときに当初
出ていたのは、人権を侵害するのではないかとい
う、いわゆるプライバシーの問題。日本では必ず
この問題が出てきて、勝手に顔を撮って、まして
や名前まで明らかにしてしまうというのがどうな
のかと。これは先ほどのお話では、何となく進ん
でしまっているよということでお話があったと思
います。
　そのとおりだと思いますが、言い方がなかなか
難しいですけれども、国名は言いませんが人権に
あまり配慮されていないと考えらえる国、人権に
非常に配慮する国ということを端的に考えた場合
に、特に、肖像権とこれに書かれないがあまり配
慮されていないと考えられる国においては、これ
らの仕組みは急速に進むということでよろしいの
か。それと、なぜ人権に配慮をしている日本でこ
んなになし崩し的にどんどん進んでいってしまっ
ているのか。この二つはいかがでしょうか。
北澤麻衣
　まさにおっしゃるとおり、昨日、ニュースになっ
ていたと思いますが、お隣の大きな国では、そう
いった信用スコアがいろいろなもので査定されて
いるので、1100 万人、飛行機に乗れないらしい
よという情報が出ています。それは、信用レベル
が低いので、国外に出してはいけないということ
です。そこまで管理されている国もありますし、
いま澁澤先生がおっしゃったとおり、日本はまだ
まだ人権意識はすごく高いです。何年か前、JR
の京都駅で同じようにカメラを入れて人の動線を
管理しようとしたところ、自分の情報が管理され
るのはよくないということで抗議された団体が
あって、それについては裁判で JR のほうが負け
ています。
　今、一応、先ほどご紹介した流通さんの事例で
は、カメラを使っているときに入店前にちょっと



『現代社会研究』16号

― 186 ―

したパーミッションが切ってあります。取得した
データはマーケティング用にしか使いません、個
人に直接コンタクトをとるようなことはしないの
で撮らせていただいていますというパーミッショ
ンは一応切られていますが、多分皆さん気づかな
いまま捕捉されていることがあると思います。
　個人情報で個人とのコミュニケーションをとる
ためにそれらをどうやっているかというのでいう
と、今、パルコさんが新しい取り組みを始めてい
て、上野にある PARCO_ya（パルコヤ）ですが、
100 何十台のカメラで、先ほどと同じように人を
追いかけています。彼らはすごくおもしろいこと
をやっていて、去年、自分の顔を入れるとその顔
画像で遊べるというアプリケーションを開発し
て、ちょっと楽しくてみんなが入れるみたいなも
のをつくりました。その後、そのアプリをそのま
ま引き継いで会員カードに持っていっているの
で、自分で上げた顔が追いかけられてもそれは仕
方ないよねという、ちょっとだまされた感がある
ことをやっていますが、そういった形で、ちょっ
とずついろんなパーミッションの切り方がユニー
クになって、自分で登録しているんだよという状
態ができてきているのかなというふうに思ってい
ます。
澁澤健太郎　
　ありがとうございました。
　今まで４人の先生方に質問をさせていただきま
したけれども、どの方がお答えになっていただい
ても結構ですので、議論を深めるために、また幾
つか質問をさせていただきたいと思います
　Amazon で今、スマートフォンのアプリで食べ
物をスーパーで買うというお話がちょっとあった
と思います。万引きというお話がありましたけれ
ども、多分そうですね、レジを通さないでそのま
ま持っていっちゃいますから、自分のエコバッグ
なんかに入れてそのまま持っていくことは確かに
可能ですけれども。
　例えば食料品を、キャベツでも大根でも入れて
家に持って帰ったときに、クレームをつける、つ
まり、傷がついていた、黒くなっているというこ
とで、これを戻したい、あるいはお金を返してく
れ、こんなものを買ってしまったということが起

きた場合にどうなるのか。実際にこれがかなりの
件数起きました。多分これは虚偽であると言われ
ていますけれども、うそを言って、そうするとス
マホ上でお金が戻ってくるんですね。
　アメリカでは、これは買った商品のコードのと
ころに「戻す」というのがちゃんとあって、内容
を書いて当該箇所をクリックするとお金が戻るよ
うになっています。これを悪用して、結局、物は
返さなくていいので、お金だけ戻ってくる、こう
いうことが今起きています。これは性善説で考え
てやったということもあるのかもしれませんが、
仮に日本でこういうものも導入して、本当にレジ
を通過しないでそのまま持っていけるようなこと
になるのか。
　あるいは、こうなることによって運営企業は何
を得ようとしているのか。レジの機械が要らない
とか人件費が浮くだろうとかと一般的には言われ
ていますけれども、本当にそうなんですか。人件
費を考えてそういうシステムを導入したいのか。
ただし、こういう問題が実は食料品では起きてい
るということを踏まえると、必ずしも、キャッシュ
レスになって、特に食料品についてこういうモデ
ルが導入されるというのは考えにくいと僕自身は
思っています。これは間違いないのか、それとも
そうじゃないのか。
　この辺について、もし、ご見識、お考えがあれ
ばお示しいただければと思います。どなたでも結
構ですけれども、いかがでしょうか。
北澤麻衣
　では、ちょっとだけ。おっしゃるとおりのこと
は多分起きます。起きて、返品します。戻されま
す。多分、それを続けてやると取引停止になるは
ずです。そこのところで一応、企業側としてはエ
ラーが出るようになっているはずです。
　過疎の問題。なぜそれを入れるかというと、ま
さにおっしゃるとおり、人件費であるとか、あと
購買体験に人の要素が入ると、そこがすごく揺れ
るんです。例えばスターバックスで物を買ったと
きに、笑顔で対応してもらったのとそうじゃない
ので売り上げに差が出るときに、そこはデータ化
ができていないので、企業側は判定しにくいんで
す。そこから人の要素を抜くと最適解が出しやす
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いので、オペレーション上、そこを抜くという考
え方は、一つ、Amazon でもあるのかなと。
　ただ、おもしろくて、Amazon GO はいろいろ
なことを考えて入れているのでそういったバグが
少ないのですが、中国は今すごい勢いで無人店舗
がふえています。でも、中国は、２割ぐらい、エ
ラーが出たりクレームが出ても仕方ないと割り
切ってやっているので、そこの国的な違いはすご
くあるのかなと。ちなみに、日本人でいうと、
ちょっと前、無印良品のチェックインを悪用して
500 万ぐらいチェックインポイントをためようと
した人がいましたが、エラーで捕まりましたね。
そういった形で、アプリを開発するときに実は
チェックインとかスタンプとかが悪用されないか
をすごく考えるのですが、日本はそのケースの露
出がすごく少ない国だと思っています。
澁澤健太郎
　ありがとうございました。ほかよろしいですか。
今の同じ質問で。
小林和馬
　確かに、いわゆる全てネットで済んでしまうと
いうときに、そういったリアルの物品の場合に、
どうしても返すという返品のスキームがトラブル
になるだろうというのは、今おっしゃっていただ
きましたけれども、ありますので、一定程度、そ
ういったミスやロスが起こることは許容せざるを
得ないのだろうと考えます。
　例えばですけれども、ネットで全て済むという
意味でいいますと、中国での自転車レンタルとか
も基本的に全ての決済はネットで済みますけれど
も、返すというスキームでいうと、どこに返して
もいいということなので、結果的にみんな返して
くれない。実際にそういった形でたくさんの自転
車を用意し、ロスを既に想定して、結果的にどう
なったかというと、過剰に自転車が積み上がって
ビジネスとしては破綻していくという形になって
いるという現状です。それでも、あれはむしろ投
資として、あるいは情報を取得するという別途の
目的でお金が出ていますので、ああいったビジネ
スモデルができました。でも、日本などはそうで
すけれども、純粋にあれをビジネスとして成立さ
せようとすると、適正な量でやろうとするとまず

自転車が返ってきませんので成立しないとか、返
品というものが発生するビジネスでは、こういっ
たところのロスはある程度必ず許容しなければな
らないということが起こると思います。
　その意味で、Amazon GO のお話が出ましたけ
れども、じゃあそういったロスが起こるというこ
とをどう考えるのか。そのときにビジネスとして
ロスの決定といったところに逆に AI が使えるの
か。そういった可能性はきっとあるのかなとは
思っております。
榊原　憲
　返品とか詐欺というのは、いずれにせよスコア
リングの問題で解決していくことになると思いま
すけれども、本来、何が本質かというと、レジ打
ちという単純労働というか、レイバーインテンシ
ブな仕事をいかにして減らすか。それから、荷物
を送るという、ヤマト運輸さんに頼まなきゃいけ
ないというのをどうやってドローンで解決するか
というのが、もともと考えていることだと思うん
ですね。
　今、現状では、私のいる人材業界だと、人手不
足と言っていますが、実はそういう労働集約的な
仕事、レイバーインテンシブな仕事というのは人
がものすごく余っています。銀行でも、一般事務
の人は仕事が非常になくて困っています。多分、
メガバンクでもそうでしょう。つまり、先ほど小
林先生が RPA のお話をちらっとされたと思いま
すけれども、人工知能の重要な応用に RPA

（Robotic Process Automation）があります。こ
の言葉を覚えておいていただきたいと思います。
普通の若い人はネットバンキングをしますけれど
も、会社の人、あるいはおじさん・おばさんは、
伝票で手続きをするんですね。だからこそ銀行の
一般事務の人がいるわけですが。例えばみずほ銀
行の蕨支店とかだと、それを持ってきたら、それ
をスキャナーに通せばそれで帳票が全部終わると
いう感じになっていて、一般事務の人たちはこれ
から皆さん営業に出てくださいということで、営
業職につきたくない女性がみんな仕事がなくて、
人材会社に皆さん仕事を探しに来ています。
　ですので、これからは一般事務という仕事はも
うないというふうに、特に学生の方は考えられる
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のがいいと思います。もちろん、スペシャライゼー
ションのある事務は別ですよ。例えば営業事務と
か特許事務とか海外営業とかに係る事務とか、そ
ういうのは別ですけれども。
　それからあと……、すみません、次の話をする
と長くなってしまうので。
松原徳和
　食品のテーマということですと、食品はもとも
と「足がはやい」といいますか、鮮度が命みたい
なところもある。その分、利益率が高く設定され
ていますね。スーパーなんかは夜の９時過ぎとか
に行くと、それが２割引、３割引、半額なんてなっ
ている。先ほどの返品のリスクというのを逆の見
方をすれば、その食品のロスみたいなものをそう
やって安くすることで在庫をうまくはいているみ
たいな構造がある。
　そういう中で、これは AI というよりシェアエ
コみたいな話になってしまいますけれども、
TABETE というアプリのことを、授業の中で自
分も学生さんから教えていただきました。夜、閉
店間際で、例えば焼鳥屋さんなんかが、「もとも
と 500 円で売っていたんだけれども、今これだけ
在庫があるので、これを 300 円でいいから誰か食
べに来てくれないか」ということを SNS でアッ
プすると、それを見て、帰り道に、「じゃあちょっ
と恵比寿だから寄っていこうか」というような
マッチングが新たに起きる。先ほどの返品のリス
クと真逆の見方をすると、意外にうまく社会的に
食品ロスみたいなことをなくすという新しいビジ
ネスチャンスも出てくるのだろうな、その裏返し
なのかなという気がして、私は今のお話を興味深
く聞いておりました。
澁澤健太郎
　どうもありがとうございました。雇用に関する
話題が何年か前からずっと言われて、AI が雇用
を奪うという話が議論されて、アメリカでももち
ろんかなり前にきちんとした報告書が出ていま
す。一般的には、単純労働についてAIに奪われて、
それだけじゃなくて高度なものについても波及す
るということが言われています。今日のお話の中
でもそういう問題提起が出てきたと思いますが。
　そうすると、ひょっとすると、AI を扱えるよ

うになるというよりも、AI に勝てるといいます
か、あるいは勝てるとまでいかなくても、問題を
提起したり、あるいは企画をしたり、課題を解決
できるような、いわゆる聞かれたことをコピーす
る受動型の仕事ではなくて、新しいものを提供で
きるような能力が人材に非常に求められる、そう
いうふうになるのではないかと思います。また、
AI を直接研究開発できるような、そういう人材
が日本は特に少ないと言われています。あるいは、
正確に言うと、多分、引き抜きをされている。多
分これは榊原先生のご専門だと思いますけれど
も。そういうことが非常に問題になっているので
はないかということ。
　もう一点は、工学系は多分、大学によると思い
ますけれども、こういう講義が今入ってきてはい
ますが、文系の多くはまだまだです。ただ、これ
は文系と理工系とあまり差がない部分があります
ので、実際には文系の大学の中にも、雇用の問題
とか、あるいは教育の問題もそうですよね、どう
なるのかということについて、高校生もそうだと
思います、理解できるような授業、講義がもっと
ふえることが前提になるのかなと思いました。
　大体時間になりましたので、45 分から５分間
の休憩をしたいと思います。この間に、お手元に
質問用紙が配付されていると思いますので、これ
をスタッフが回収をさせていただきます。どなた
でもということであれば構わないのですが、でき
れば、質問の宛て先について先生のお名前が書い
てありますので、そこを丸で囲んでいただければ
こちらが聞きやすくなりますのでご配慮をお願い
したいと思います。質問者のお名前と、学生の方
は学科と学年を書くところがありますので、ここ
を書いてスタッフにお渡ししていただきたいと思
います。
　それでは、５分間休憩にさせていただきます。
では、スタッフの人は回って、書かれた用紙を集
めていただきたいと思います。よろしくお願いし
ます。

（休憩）

澁澤健太郎
　それでは質疑応答を始めます。質問用紙がかな
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り来ているので、これを全部読んでいると多分
19 時ぐらいになってしまう。しかも、たくさん
書いてあるので、私のほうでチョイスさせていた
だきたいと思います。ご質問がどなたでもと書い
てある場合とお名前が書いてある場合があります
ので、うまく適宜分けてお話をお聞きしたいと思
います。
　最初に、まず北澤先生にご質問が来ています。

「顔認証技術でほぼ完全に性別が判断できるとい
うお話がありましたが、トランスジェンダーにつ
いて見分けることも可能なのか」という、今どき
の質問です。
北澤麻衣
　基本的には、トランスジェンダーの方のデータ
がいっぱい集まっていて、そこから判定されたも
のであれば、その方がそうであるという判定に
なっているはずです。そういう意味でいうと、そ
この解析はブラックボックスにもちろんなっては
いますが、積み重なるデータが多ければ多いほど、
精度が出ているはずです。
澁澤健太郎
　ありがとうございました。
　それでは、これはどなたでもということですが、

「企業内では、データが豊富にある人事などで AI
を導入することが多いと思いますが、次に企業内
で人事以外で AI を取り入れるとしたらどういう
分野になると考えられるのでしょうか」と、大変
難しい質問ですけれども、どなたかよろしいです
か。人事以外にどういうところがあるのかという
ことでもいいと思います。
北澤麻衣
　一番入りやすいのは、いわゆるデジタル戦略部
みたいなところが効果検証までお金をかけてやっ
ていたと思いますが、そこに AI ツールが入って
いることが非常に多いです。その次に入ってくる
のが、マーケティング部です。マーケティング部
は基本、データ自体を、企業でいうとシステム部
からもらって回すというパターンが多いので、そ
こは今、AI を担ぐスタートアップはまだ入り込
みにくくなっていることが多くて、どうやったら
マーケティング部、システム部の人と会えますか
ねというご質問をいただくことが多いです。

澁澤健太郎　
　ありがとうございました。
榊原　憲
　私に来た求人ですと、某大企業で調達ロジス
ティックスに AI を導入したいのでその関係の技
術者が欲しいというのが、まず一つあります。調
達や物流は、どういうふうに荷物を海外で降ろす
かという、非線形数学の問題、循環セールスマン
問題とかオペレーションズリサーチの問題があっ
て、そこに AI が今適用されようとしています。
それから二つ目には金融工学です。クオンツとか
アクチュアリーとかです。もしご存じない方があ
れば検索してみてください。これで金融商品が設
計されます。人工知能が適用されていっています。
松原徳和
　企業ではないのですけれども、行政機関という
観点でいくと、人事でうまく活用されているのか
どうかというのは、ごめんなさい、個人的にはよ
くわかりません。あるとすれば２点ぐらいあって、
一つは、お問い合わせ窓口関係、市民の方からお
問い合わせを受けるときに、「○○ですか」と、
それに対してぽんと答える。これは実際に横浜市
とかでは、ごみのお問い合わせで、「乾電池はど
うしたらいいんですか」「乾電池は火曜日に○○
ごみと一緒に捨ててね」みたいなことがもう既に
チャットボット化されている。逆に言えば、要は
質問に対する答えというのは既にもうデータベー
ス化されていたりしますので、そういったものを
AI 的に使うという意味では割とスムーズにシス
テム化されやすいと聞いています。
　あと、自治体の方々がよくおっしゃるのは、予
算の関係です。毎年毎年、予算の時期になると、
こんな分厚い書類を、何年前にどんな予算をどう
いうふうに使ったみたいなことを一回一回電話帳
を調べるように、今は皆さん紙ベースでアナログ
で管理しています。そういうようなものを、例え
ばデータ化されて、スムーズに AI でもってやり
とりができるというようなところが、今後、導入
される余地がある。
　「データがそもそもいっぱいある」「でもそれが
アナログで管理されている」そういったところが
一つの肝になるかと思います。
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澁澤健太郎
　どうもありがとうございました。
　ある意味、本質的なことを突くような質問が多
いのでチョイスするのが難しくなっていますが。
続いては、榊原先生にご質問です。「新卒採用の
エントリーシートの選考を AI で行うお話があり
ました。ただし、このデータに対して社会的な偏
見が反映されているような可能性があるのではな
いか。そのデータを AI が学習した結果、社会的
偏見が、責任を問われることなく維持されてしま
うように思います。この点についていかがでしょ
うか」ということですが、いかがでしょうか。
榊原　憲
　学歴フィルターとかそういうことに関しては私
もここではちょっと直接的にはお答えしにくいの
ですけれども、もちろん皆さんご存じのように、
実際には存在します。一方で、同じ大学でも、そ
の企業に就職できる人もいれば就職できない人も
います。それをワトソンが判断している可能性は
高いです。
　例えばそれはどういうところかというと、エン
トリーシートの中で、まず、今まで当社に合格し
た人は、そんなに高くなくてもいいですけど、少
なくとも例えば TOEIC500 点以下は落とすとか。
TOEIC500 点は、頑張れば、英語が苦手な人でも
とれる点数ですよね。それから、サークル活動の
中で、例えば NGO とか NPO とかボランティア
とか、そういう言葉が書かれているとか。あるい
は、アルバイトの中に、単に飲食店とかだけでは
なくて、もう少し社会性のあるところ、飲食店も
もちろん社会性がある重要な社会経験ではあるけ
れども、もうちょっと幅広い内容が書かれている
か。
　ちょっとエゴイスティックな形で考えていただ
くならば、学生の方には、そういうところでワト
ソンフィルターを通り抜けていただきたい。私は
それを期待したいと思いますし、今回、この場に
出させていただきまして東洋大学のファンに私も
なりましたので、また別の場でそういうところは
応援させていただきたいと思っております。
澁澤健太郎
　ありがとうございました。以前、人工知能に最

も尊敬されるべき人物とは誰かという問いかけを
したところ、歴史的に非常にまずいと思われる人
物がたくさん出てきたということがありました。
ただ、そういった学習機能については、AI はそ
れなりに担保されているので、より進化をしてい
る。この辺が、単純に入力をしたデータを読むと
いうことと大きな違いであると僕も思います。
　これはどなたでもということで、「AI が、新た
な発明とか発見とか新しい技術とか、こういうも
のを生み出すということがあるのかどうか。例え
ば何か」という質問がありますが、これは先に僕
が答えさせていただきます。
　作曲については、アプリケーションで作詞も作
曲もできるものが既にあります。僕はこの手のも
のはみんな先にやるので、もちろんやったことが
あります。アプリで人工知能で作曲をさせて音楽
をつくるということがもうあって、これは人工知
能がつくっているので人の手が入ってません。実
は、人工知能が作曲したものをアメリカで著名な
歌手の方が歌を歌っていてヒットしたんですけれ
ども、その後で、これは AI が作曲したというこ
とを言ったということがあります。
　例えば、日本経済新聞社がやっている、全国で
為替を予想するというプログラムがあります。大
体 400 チーム以上のチームが学校関係でグループ
をつくって、１カ月１カ月の為替を、１ドル幾ら
というのを予想します。日本経済新聞社のこの大
会に、もう 10 年ぐらいか、７年かな、自分のゼ
ミが出ているんですけれども、おかげさまで今ま
で４回入賞しています。最も難しい大会だと言わ
れています。２カ月、前半戦、後半戦があります
ので。
　これも、人工知能で為替を予想するというプロ
グラムを今極秘で開発をしておりまして、これを
来年から来る Pepper に入れて、Pepper が予想
したものが仮に１位になったら、日本経済新聞社
からもらう表彰状の中に学生の名前が全部出るの
ですが、名前は澁澤 Pepper ともう決めているん
で す。 そ う す る と、 表 彰 状 の と こ ろ に 澁 澤
Pepper 殿と書かれる。多分これは初めてだと思
います。
　要は、共存していったり、新しい意見を人工知
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能が出せるのではないかということは、先ほどの
作曲の話もそうですが、絵も描きますからね。こ
の間、ニューヨークで人工知能が描いた絵が
4800 万円で落札されましたよ。あれがいいか悪
いか、僕は絵画について見識がないのでもちろん
コメントできません。
　でも、この手の話は多分今、いろいろなところ
であります。つまり、絵を描くとかいろいろなも
の、特に人が歴史の中で培ってきたような文化に
ついて、逆に言うと人工知能が完全にそこでオリ
ジナルのものをつくっていって、そのことに関し
て芸術的な価値を見出す人は実は生まれていると
いうことになる。考えられないような新薬が出て
きたり、人が今まで培ってきたことを、逆転の発
想でいろいろなものをつくっていくモデルを発
明、発見してみたり。そういうことが出てきてい
るというのが僕の認識です。
　この辺で間違いありませんですかね。──よろ
しいですか。ありがとうございました。
　次の質問です。「以前、「相棒」で AI が殺人事
件を解決する支援をする話が放映をされていまし
た。AI が研究者によって思うがままに操作され
てしまうということがあるのではないか。AI を
扱う人間に対しての倫理教育というのがきちんと
されていないと、これらの問題は非常に大きな社
会問題になるのではないかと思いますが、いかが
でしょうか」、こういうご質問です。どなたかお
答えできますか。
北澤麻衣
　まさに先ほどご紹介をした「パーソン・オブ・
インタレスト」では、選挙の結果も犯罪者の特定
も、勝手に AI が暴走して動かすようになってい
きます。それをとめようとするのがまた別の AI
だというようなストーリーなので、一回ぜひ見て
ください。
　澁澤先生のおっしゃるとおり、ここはすごく難
しいところだと思っていて、人間は寿命がある
じゃないですか。ですから、ある段階まで一生懸
命制御しようとしても、その人が死んでしまうと
次にそれが引き継がれないので、制御、コントロー
ルがとても難しいと思います。そこが実は、倫理
観的に日本があまり踏み込めずに、お隣の国が割

にアクセルを踏んでいるところなのかなと、私も
個人的には思っています。
澁澤健太郎
　ありがとうございました。よろしゅうございま
すか。──では、次の質問に進みたいと思います。
　AI による年齢判断、これは北澤先生にご質問
です。「POS やクレジットカードデータとの連携
から個人単位でみずからの個人情報を守るという
ことが大事だと思いますが」、これはお答えした
らいいのかどうか、逆にそういった意味で使われ
たくないということだと思うんですが、「AI を欺
く方法はありますか」と書いてあります。
北澤麻衣
　欺くというか、データのパーミッションは必ず
ど こ か し ら に あ っ て、 今、 皆 さ ん 例 え ば
Facebook とか Twitter とか LINE とか、データ
を提供しないとちゃんと押していますか。実はす
ごくわかりにくいところにあるので、一回皆さん、
Google で調べて、全部情報を切るとやってみる
と、いかに自分が情報を提供してしまっていたか
がわかるはずです。
　私はこの間、娘の Android を切りかえるので、
Google の位置情報を、この端末で切って新しい
端末に移すというのをやろうとしたら、まあ
Android も Google のログアウトも難しいこと難
しいこと。でも、多分、皆さんはそれで気づかれ
ない間にずっと追いかけられているので、ぜひそ
のあたりを気をつけてみていただけるといいと思
います。
　ただ、一応、今はパーミッションを切ってしか
データは提供されないので、欺くというか、デー
タを遮断する、提供しないという方法はあるはず
です。
澁澤健太郎
　まあ、そうですね。確かにそう思いますね。先
ほどの AI の話もそうですけれども、気づかない
うちに全部とられてしまうということ、今はもう
普通にそうなってしまっていますから。個人情報
の管理といっても、なかなかできない部分があり
ますよね。
　Zenly という、自分の居場所が全部わかるとい
うアプリがあります。昔のカレログというやつが、
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今は Zenly になっています。５年ぐらい前と精度
が違うので、どこにいるかというのがほとんど特
定できます。あのアプリを高校生がみんな入れて
しまって、友達と待ち合わせするとかどこで会う
のかというのに全部使っています。でも、これは
普通に考えたら、きっと犯罪とかに結びつく可能
性が多いんじゃないかと思いながら報道を見てい
ます。報道ではまだあまりそういう話をしない、
ポジティブな話が多いですけれども、多くの問題
が出てくる可能性があると思います。
　続いての質問です。「興味深く今日のお話をお
伺いしております。AI によって雇用の問題があ
りましたが」、具体的なご質問ですが、「営業職に
ついて、これから AI が普及することによって影
響を受けるのかどうか」というご質問が来ており
ます。これは多分、特に営業職について縮小する
のか、人が減っていくのかということだと思いま
すが、いかがでしょうか。
榊原　憲
　職業から見て、私でしょうか。ｅコマースとい
うのは AI 以前から出ていますので、実店舗自体
が減少していますし、そういう意味での営業職と
いうのは減っていますし。
　それからもう一つは、今、皆さん例えばもし金
融関係にご就職なさりたいという学生さんがい
らっしゃった場合に、一流の銀行を目指そうと。
日本だとメガバンクというのがありますけれど
も、みずほ、三菱 UFJ、三井住友と、頭文字が
全部Ｍなので、Ｍ銀行ですね。だから私たちは一
応、青、赤、緑と区分けしているのですけれども。
入社して３～４年目の方で、もう転職したいとい
う方が膨大に出ています。それはなぜかというと、
法人営業に配属されても仕事がない。なぜないか。
金融緩和で金利がほとんどゼロに近いのに、これ
からどの分野に投資してよいかわからないので、
どこの会社もお金を借りたがらない。だから、一
生懸命コンサルティング営業しても、貸し出し、
融資の需要がない。そういうことで、今、営業の
人たちが、例えばコンサルティング業とか、アセッ
トマネジメントとか、PE ファンド（プライベート・
エクイティ・ファンド）、そういう業界にものす
ごくなだれ込んでいます。ですので、遠かれ近か

れ、営業職はなくなるかなと私としては感じてい
ます。
澁澤健太郎
　どうもありがとうございました。
小林和馬
　今お話しいただいた形もあるだろうと思いま
す。特に、法人営業はすることがなくなってきて
いるというのは、確かにそうだろうと考えます。
　今現状でもそうかと思いますが、どこに活路を
見出すかというと、大体、リテールのほうに行く、
個人の営業のほうに目が行く。そのときに、ビッ
グデータもそうですけれども、顧客の行動につい
て全てがデータ化されて整理されているというふ
うになるとどういうメリットが出てくるか。メ
リットとして考えると、新人さんが営業の部署に
配属されて、これから営業を始めようとお客さん
に対峙するときに、いきなり新規の顧客というこ
とはないでしょうから、ある程度、お得意さんか
ら少しずつ始めていくというときに、どういう顧
客であるか、どういうタイプの性格の方であるか、
既にどれぐらい購入していただいているか、どう
いったところに関心が強いか、こういったところ
をあらかじめ分析が出されている状態で、例えば
iPad のような端末で傾向とかそういうものが全
て示された上でお客様のところに行くということ
はあり得ると思います。
　そうすると、むしろ、いま先ほどお話しいただ
いたように法人のところで営業の数字がなかなか
上がらないとなった場合に、では個人のほうで頑
張ろうかとかそういった形で、新人さんも含めて、
実際に営業の舞台で戦う人たちの全体的な底上げ
ができるというふうには貢献するのではないかと
考えております。
　しかし、どの会社もそういった形で、囲い込み
ではないですけれども、お客さんがどういう人で
あるかというところをしっかり分析してきますの
で、そういった意味でいうと、競争が高まると同
時に、均質化してくるだろうなと考えております。
どの会社の営業を受けても何となく似たような攻
め口で来られるみたいなことになるのではないか
というところもあるので、そういった意味でいう
と、AI を使うのもほどほどにというところが、



近い将来のところできっとまず起こるのではない
かと思っています。
澁澤健太郎
　ありがとうございました。
　もう一つ質問があります。これはどの先生でも
ということですが、「入管法が改正をされて、今後、
海外から日本に入ってくる外国人労働者の数が増
加すると思われます。彼らのほとんどが単純労働
につく可能性が大きいのではないかと考えます
が、そうしますと、本日の話だと、AI によって
単純労働、特にこういった業務が非常になくなっ
ていくあるいは減る可能性があるのではないかと
思われますが、これはどう考えたらよいのでしょ
うか」という、大変難しい質問です。
なかなかこれはわからない話だと思いますけれど
も、どなたか、よろしいですか。
北澤麻衣
　最初に私がかかわりやすい業界からいうと、流
通さんはアルバイトが本当に採れなくなっていま
す。多分、深夜のコンビニとかに皆さん行かれる
と、外国の方が働いているところが多いと思いま
すが、やはりリアルが捨て切れない場所がきっと
あるので、そこはすごく多いと思います。今お話
をした流通の接客のところ、工事の現場、介護の
現場、そのあたりに政府は充てたいのかなと思い
ながら見ています。
榊原　憲
　同じです。きれいな単純労働は今急激に減少し
ていると思います。きれいな単純労働というのは、
銀行の窓口の女性とか、レジ打ちのおねえさんと
かそういう仕事が、今、急激に減少しています。
それに対して、3K 労働はニーズがますます高まっ
て、とび職とか、要は、きつい、汚い、危険、こ
れのなり手がないです。だから、そこのところは
人材が不足しているので、海外の方にそれを押し
つけるようなことはどうかなという気もします。
小林和馬
　実務のほうからの意味でいうと先生方がおっ
しゃったとおりだと思いますけれども、経済学と
か学問をやっている人間として、ある種のインプ
リケーションというか、示唆的に申し上げられる
ところで申しますと、外部から労働者が入ってく

るということは、結局、今まで日本として生産で
きる、生み出せる価値が長期的にふえてきてしま
うということで、一見、景気がよくなったように
見えます。ですけれども、それは私たちの生産性
が上がったとか私たちが価値を多く生み出せたと
いう意味ではなくて、単純に人が外から入ってき
てふやしてくれたというだけの話です。
　ですので、私たちの経済が求めているのは、確
かに景気がよくなることは悪いことではないです
が、単純に人の頭数がふえたことで経済が何とな
くよくなった感じになるということに、ぜひだま
されないでほしいと思います。どうしても、政策
的に外から人を持ってくるというふうにすると、
一見、GDP とかも含めて経済指標が上がってし
まいます。これは経済学がちゃんと教えるところ
です。
　しかし実際は、現場に行きますと、コンビニに
行っていただきますと、もう既に外国人労働者が
いっぱい働いています。バックグラウンドが全部
違いますので、価値観が違います。そうすると、
コミュニケーションによるトラブルとか人間関係
の複雑さというところで、金銭的価値にならない
いろんなトラブルやいろいろなミスやロスといっ
たものが実は発生しています。その中で、単純に
頭数がふえたからというところによって、景気が
よくなったというような数字でだまされるような
ことはやっぱりあってはならないので、特に学問
を教えている人間として、そういったところは皆
さんもきちんと実態、経済の姿を見ていただきた
いと考えております。
澁澤健太郎
　どうもありがとうございました。
　人工知能で大学の教員もいなくなるという説も
あるのでなかなか難しいと思いますけれども。そ
のほうがいいという人も中にはいらっしゃいます
から。
　ちょうど時間になりました。質疑応答について、
大変ありがとうございました。大変長い時間にわ
たって質疑応答していただきまして、パネリスト
の先生方、お疲れだと思います。ありがとうござ
いました。（拍手）
　それでは、この後、司会の先生にバトンタッチ
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をします。
村尾祐美子
　ありがとうございました。
　最後に、総括コメント・閉会挨拶を、現代社会
総合研究所運営委員の国際観光学部教授、和田尚
久より申し上げます。
和田尚久
　和田でございます。大変にレベルの高い AI の
議論の後、レベルの低い総括になって恐縮です。
　シンポジウムを伺っていて、最初に強く感じた
のが、特に北澤先生のご発表からですが、匿名性
というのがなくなるということです。知らないう
ちに情報がとられている、そしてその続きとして、
あちらこちらにある個人情報を重ね合わせます
と、私も含めてこの会場にいらっしゃる方々は、
ほぼ自分の情報が丸裸になる。誰かがそれを統合
してしまう可能性がある。
　学生諸君は多分あまり記憶がないでしょうが、
オーウェルという人が書いた『1984 年』という
小説があります。ビッグ・ブラザー、大体ソ連の
スターリンあたりを想定しているのでしょうけれ
ども、それが全てを見ている社会という小説があ
ります。まさに、ビッグ・ブラザーなしで、全て
の人間が全部監視される社会に本当に来たと思い
ました。
　そしてもう一つ、AI は単に情報を集めるだけ
じゃないよという澁澤先生のお言葉がありました
が、AI の基本は、コンピューターというのはい
ろいろ論理的に考えていってどんどん高度になる
と信じていました。しかしそうではなくて、無数
のパターンを覚えて、それと共通するものについ
て一定の判断をしていく。ほとんど人間の勘のよ

うな動きをしている。そうすると、ますます、人
間って何が残るんだろうという疑問を感じます。
これも「そうなっていくと人間がやることは何が
残りますか」という質問になるのですが、これも
ちょっと怖くて聞けませんでした。
　それからもう一つ、現在は多分、AI の結論を
読んで対策をつくるというのが人間の仕事でしょ
う。2045 年になったとき、諸君らがそういう基
本的な訓練などをするチャンスを大幅に失ったと
き、AI に加える仕事をするだけの能力を養って
いる人がどれだけいるのかと、不安も感じました。
　結局、意見ではなく感想でおしまいで、大変恐
縮です。ただ同時に、反対報告の感想も持ちまし
た。この中に、それは困るという方もいらっしゃ
るでしょう。私のような一般庶民という水準で考
えますと、裸になってもそんなに困ることもない。
むしろゴーンさんあるいはそのクラスの大金持ち
の方々の情報が裸になって、しっかり税金を取っ
ていただくのも一つの手だなというふうな感想を
持ちました。
　ということをもって、あまりまとまった中身に
なっておりませんが、全体としてのコメントとさ
せていただきます。どうもありがとうございまし
た。（拍手）
村尾祐美子
　以上をもちまして、現代社会総合研究所の
2018 年度シンポジウム「AI は社会を変えるか」
を終了いたします。それでは、登壇者の皆様にも
う一度拍手をお願いいたします。本日は、大変長
い時間、ありがとうございました。（拍手）

（了）




